
日
本

文

學

史
概

説

◎

卆
　
安
　
時

代

池
　

田
　

龜

　

鑑



ぞ
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　　 序 　 は

、　 　 　 し

が

き
論

口

　

　
.
次

鬘

幽

・成
長

の
時

代

…
一

支
那
交
學
輪
行

の
時
代
-ー

空
海

を
中

心
と
し
て

完

成

の
時

代

ー
ー
和

歌

興

隆

の

時

代

「i

貫
之
を
中
心
と
し
て

爛

熟

の
時

代

!
…
、物
語
丈
學
全
盛

の
時
代
ー
ー

御
堂
關
白
を
中
心
と
し

'、

分

裂

の
時

代

f
l

丈
藝
批
評
勃
興

の
時
代

ー
,
六
條
家

を
中
心

と
し
イ、
,

　 ●一 一騨F嶋五　
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釜

　

ぱ

し

が

ぎ

ー
ー
～
ー

口
本

丈

學

史

に
於

て

は
、

少

く

と

も

三

つ

の
態

度

が

可
能

で

あ

る
ぴ

そ

の

一
は
、

作

品

。
作

家

に
互

る
根

本

咨
(料

へ
の
實

證

的

な
究

明

で
あ

つ
て
・

こ
れ

は
書

誌
學

叉

は
評
慱

を
構

成

す

る
。

そ

の

二
は
・

作

品

.
作
家

の
有

す

る
特

殊

の
駕

如

は
抑
隷

へ
の
客

觀

的

考

察

で

あ

つ

て
、

文

藝

形
態

學

叉

は
思

潮

論

を
構

成

す

る
。

そ

の

三
は
、

丈

學

的

原

理

の
普

遖

性

の
存

在

を

假
定

し

イ丶

是

が
客

觀

的
性

質

を
旭

求

規
定

す

る
態

.

度

で

あ

つ
て
、

觀
念

論

的

丈

化

史

叉
は
美

史

を
構

成

す

る
。
广本

稿

は
、

し

か
し
、

以
上

の
三

つ

の
中

の

い
つ
れ

に
も
屬

し
な

い
。

む
し

ろ
文

學

を
瓧

會

的

な

存

在

と
考

へ
、

文

學

的

思

想

形
態

の
觀

念

を

う

ち
勝

ヂ丶

出

聚

響

る

か

ぎ

り
設

密

な

る
霞

澄

t
淺

拘

方

去
・(
よ

つ
て
・

そ

わ
仁

貫

を
舅

加

に

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ー,　　　　　　,　　　　　　　員　
,　　　　　♂　　あ̀
　　　　　　　　　　　,'f　.　　　　　　　i　「ノノ　!!f　　　　　職け　、̀　　　　
ブ

66'　
・ψ　　　　
商　　ニレ寫靂　bこ
脳一竇,,ー
　騨　
'、マ
　ー
　　　,　　、　　
0　　　　　　
5　　ー　　,ノ　丿
　'　　　
詈
、　暫'　　ー「

し

ょ

う

≠
企

て
た

。
即

惨
第

安
朝

丈
學

思

想

は
、

夲

安
朝

瓧
會

思

想

の

一
面

に
外

な

ら

ぬ

と
考

へ
、

單

に
文

學

作

品

の
み

に
限

ら

ず
、

あ

ら

ゆ

る
文

・
牝

活
動

の
全

面

に
互

つ
て
、

そ

こ

に
反

映

せ

る
丈

學

的

精
紳

の
瓧

會

的

形

態

と

性
質

と

を
把

握

し

よ
う

と
努

め

た
も

の
で

あ

る
。
實

は

本

楕

は
、

あ

　
る

所

で

の
・今
年

度

の
講

義

「
李

安

朝
文

墨

史

」
中

の

「
序

設

」

の
部

分

を

少
補

し

た

も

の
で
、

精

細

な

る
解

説

は

た
う

て

い
こ

の
紙

面

に

は
許

さ
れ

な

か

つ
た
コ
從

つ
て

本
稿

に
於

て

は

、

む
し

ろ
半

安
朝

丈

化

の
雜

多

と
紛
馴

と

を
、

出

來

得

る

か
ぎ

り

の
圖

表

的

簡

明

さ

に
於

て
、

再
整

理

し

よ

う

叫
乏

し

た
努

切

が
主

な

る

特
色

を
な

す

の

で
あ

る
。

な

ほ
丈

學

的
思

想

形

態

の
觀

念

の
理
論

的

な

基

礎

に
關

し

て

は
、

昭
和

五
年

四
月

「
思
想

し

特
輯

,
號

所
載

の
拙

稿

を

一
讀

せ
ら

れ

た

い
。

み
　　
、

チ

　

　

　

　

0

"

　

国

ご

、。　

　

　

　

　

　

邑

一
〆

平

安

朝

の

丈

零

思

想

た

於

て

隠

特

忙

著

し

い

文

化

史

上

の

特

質

は

、

宮

廷

叉

は

貴

族

を

中

心

と

す

る

文

化

が

成

長

し

完

成

し

イ
丶

爛

熟

　

　

　

精　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斗

　

　

　

　

　

な
じ
ひ　
　
　
　
　
　
　　
　

　　
　
　
し　
　
　
　
　
むり　
　
　
　
　
　
　
ら　
　
　
　
　
　
セ

の
覊

篷

し
↓
・や
が
て
矛
盾
倦

怠
妾

胎
内
に
醸
し
券

裂
爨

す
蠡

程
が
、
盟

に
薹

の
綴

走

藕

せ
ら
れ
得
る
こ
と

　

　

　

　

h

～

序

・

.
・

・
詮

～
、
、
.　

、　

.　

　

　

ド　

　

　

　

審
か　

『
㌦
.　

　

　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

'
三

」
予

、

ノ

説



　
　
　
　
　
　
卆
　
安
　
時
　
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四

で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
、
上
代
に
於
て
も
、
中
世

・
近
世
に
於
て
も
、
等
し
く
存
在
す
る
事
實
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
於
て
特
に
著
し

.
い
も
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
成
長

・
完
成

・
頽
廢

・
分
裂
の
過
程
を
辿
る
丈
學
の
思
想
形
態
が
、
そ
の
各
々
の
過
程
に
於
て
特
殊
の

牲
質
と
樣
式
と
を
示
現
し
つ
つ
、
他
の

一
般
就
會
的
精
紳

の
諸
形
態
と
、
完
全
に

一
致
合
流
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
實
が
、
準
安
朝
時
代
に

於
て
特
に
明
白
、に
認
め
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　

亭
安
朝
の
文
化
は
、
こ
れ
を
政
治

・
經
濟

・
風
俗

・
敏
育

∴
示
歡

・
道
徳

・
藝
術
等

の
諸
方
面
か
ら
考
察
し
、
雜
多
を
止
揚
し
て
、
最

も
根
本
的
な
る
精
榊
形
態
の
把
握

へ
と
向
ふ
時
に
、
吾
等
は
、
前
述
の
如
く
、
お
ほ
よ
そ
成
長

・
完
成

・
爛
熟

・
分
裂

の
四
大
傾
向
を
歸

納
し
得
る
と
共
に
、
更
に
こ
れ
等
を
年
代
的
に
排
列
し
て
次
の
四
鳫
分
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
、
成
長

の
時
代

(弘
仁

・
寛
李
の
頃
)
ー

桓

武
天
皇
延
暦
元
年

(
一
四
四
二
)
よ
り
宇
多
天
皇
寛
亭
九
年

(
一
五
五
七
)
に
至
る
。

　

二
、
完
成
の
時
代

(
延
喜

・
天
暦
の
頃
)
ー

醍
醐
天
皇
昌
泰
元
年

(
一
五
五
八
)
よ
り
花
山
天
皇
寛
和
二
年

(
一
六
四
六
)
に
至
る
。

　

三
、
爛
熟

の
時
代

(
寛
弘

・
長
保
の
頃
)
-1
…
一
條
天
皇
永
延
元
年

(
一
六
四
七
)
よ
り
後
三
條
天
皇
延
久
四
年

(
一
七
三
二
)
に
至

　
　
　
　
る
。

　

四
、
分
裂
の
時
代

(保
元

・
雫
治
の
頃
)
1

白
河
天
皇
延
久
五
年

(
一
七
三
三
)
よ
り
安
徳
天
皇
壽
永
四
年

(
一
八
四
五
〉
に
至
る
。

　

右
の
時
期
區
分
は
、
勿
論
比
較
的
な
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
歴
史
に
於
て
前
後
の
時
期
を
劃
す
る
境
界
が
、
數
學
的
に
簡
單
に
規

定

ぜ
ら
れ
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
當
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
さ
て
、
右
の
四
つ
の
時
期
に
於
て
、
各

々
文
化
の
各
方
面
を
指
導
す
る
主
要
な
る
肚
會
的
精
紳
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
等
が
、
各
々

特
殊
な
る
個
性
に
於
て
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
考

へ
ら
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
又
こ
れ
等
の
指
導
精
榊
は
文
化
の
各
方
面
に
現
は
れ
、
特



に
文
藝
に
於
て
、
そ

の
全
的
な
る
姿
態
を
示
現
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
同
様
疑
ふ
餘
地
の
な
い
所
で
あ
る
ゆ
交
離
的
思
想
形
態
と
は
、
文

學
の
視
野
に
於
け
る
瓧
會
的
思
想
形
態
に
外
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
李
安
朝
文
學
作
晶
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は
、
歌
合

・
私
家
集

の
類
を
除
い
て
、
そ
の
數
あ
ま
与
に
も
寥

々
た

る
も
の
で
あ
る
。
今
名

の
み
傳

へ
ち
れ
て
、
本
交
の
現
存
せ
ざ
る
散
佚
物
語
は
、
そ
の
數
百
二
三
+
の
多
き
に
及
ん
で
ゐ
る
。
絆
難
鰍
勵
騨

篠
鯑
齟
鰡
"猟
殖
帰
鄭
糖
既
渤
儲
。

軈
岻
瞭
觸
雛
譲
勘
醵
留
難
騙
即
綱
卿
絶
麒
蘇
鈿
嶼
酩
緯
好
鰯
噸
脱
樒

文
學
的
思
想
形
態
の
把
握
を
志
す
本
稿
は
、
現
存
せ
る
少
數

の
作
品
は
も
と
よ
り
、

殘
存
せ
ざ
る
他
の
多
く
の
散
佚
物
語

の
主
要
精
神
を
も
、
か
く
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
觸
れ
得
る
だ
ら
う
こ
と
を
期
す
る
。
叉
そ
れ
は
、

理
論
的
に
、
或
程
度
ま
で
、
可
能
の
こ
と
で
も
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

成
長

の
時
代
　
　
支
那
文
學
流
行
の
時
代

　
　
ー
-
察
海
を
中
心
と
し
て
ー
ー

　

こ
の
時
期
は
、
不
安
朝
的
文
化

の
創
成
時
代
で
あ
る
。
支
那
に
於
け
る
丈
物
制
度
の
吸
牧
模
倣
の
時
代
で
あ
る
。
偉
大
な
る
宗
教
家
と

し
て
の
塞
海
、
偉
大
な
る
政
治
家
ど
し
て
の
菅
公
に
よ
つ
て
、
こ
の
時
代
の
文
化
は
象
徴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
、
實
踐
に
向
ふ
強

烈
な
る
意
志
と
し
て
、
(
一
)現
實

へ
の
擴
充
を
求
む
る
心
が
あ
り
、
(
二
)
現
實
の
整
理
を
求
む
衝
心
が
あ
る
。
又
實
踐
の
背
後
に
あ
る
理

智
と
し
て
、
批
判
に
沈
む
心
が
あ
り
、
實
踐
を
指
導
す

る
感
情
と
し
て
、
(
…
)剛
健
と
雄
大
と
を
求
む
る
心
が
あ
り
、
(
一
一)
幽
晦
と
神
祕

を
求
む
る
心
が
あ
サ
、
(
三
)自
由
と
奔
.放
を
求
む
る
心
が
あ
り
、
(
四
)沈
思
と
端
麗
を
求
む
る
心
が
あ
る
。
し
か
し

て
、
こ
れ
等
は
、
印

　
　
　
　
　

一
　
成

長

の
・時

代

　
　
.
　
"
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
五

肇



丶

　
　
　
　
　
　
雫

燦

時

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　

六

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

ヘ　
　へ　
　も
　　も　
　ヘ　
　へ　
　ぬ

度

及

び

支
那

の
文

化

を
素

材

と

し

て

使
驅
す

る
行
爲

の

中

に

あ

ら
は

れ
た
精

紳

で

あ

る
が

、

そ

の
精
祚

の
方

向

が
常

に

日
本

的

な

る

も

の

　

へ
と

向

け

ら

れ

て

ゐ
た

こ
と

は

、

注

目
す

べ

き

こ
と

で

あ

る

。
即

ち

手

安
朝

初

期

の
文

化

は

、

外

國
的

文

化

へ
の
盲

日
的

な

る
追

從

に
あ

ち

す

し

て
、
新

し

き

日
本

へ
の
合
流

同

化

の

過
程

に
雀

り

し

も

の
と
解

す

る

の
が

至
當

で

あ

る
。

　
　

醐
、
現
實
べ
の
擴
充
を
求
む
る
心
「

こ
れ
は
遷
都
に
於
け
る
亭
安
城
の
規
模
の
雄
大
に
も
見
え
る
が
、
制
度
に
於
て
も
、
公
儀
の
改

正
髏
峨
官
制
の
改
革
黼
峨
弘
仁
格
式
辮
峨
令
義
解
砒
明
貞
觀
格
式
黼
和
の
撰
進
、
暦
制
黼
和
の
制
定
等
が
あ
り
、
内
治
に
於
て
も
、
國
勢
調
査
礁
俄

群
臣
の
政
治
批
判
銅
等
が
行
は
れ
、
巡
察
使
黼
和
、
檢
非
違
使
胴
等

の
警
察
…機
關
が
完
備
し
、
軍
事
に
於
て
も
、
田
村
麻
吊
の
勇
武
は
.
よ

く

各
地
の
内
亂
を
亭
定
し
た
。
叉
經
濟
に
於
て
も
、
淳
和
皇
后
の
農
業
御
巡
覗
に
始
ま
り
、
歴
朝
産
業
に
大
御
心
を
注
が
せ
ら
れ
、
近
江

三
關
を
設
け
倣
徳
物
價

の
融
通
を
計
り
韓
明
土
木
を
起
し
胱
舞
黼
利
殖
の
制
を
定
め
麟
峨
貨
幤
を
鑄
造
し
琵
醐
蹄
融
畷
癧
朝
左
右
兩
京
の
物
價
を
公
定

纛

和
た
る
が
如
く
、
積
極
的
の
政
築

甚
だ
多
い
。
又
風
俗
に
於
て
も
、
節
儉
の
令
を
發
し
黻
峨
女
繰

明
僣
驫

和

の
華
美
を
禁
じ
、
歴

朝
慈
普
的
施
設
細
民
の
救
憧
の
こ
と
に
力
を
注
が
れ
た
。
淳
和
皇
后
の
如
ぎ
は
實
に
そ
の
代
表
的
な
る
高
貴
の
女
性

で
あ
る
。
又
教
育
に

於

て
も
、
學
問
の
内
容
を
改
正
し
、
大
學
・寮
の
財
政
を
豐
か
に
し
魎
武
大
學
の
規
則
を
改
變
し
黻
峨
大
學
入
學
を
奬
勵
鰓
和
せ
ら
れ
、
藤
原
冬

嗣

の
勸
學
院
を
は
じ
め
と
し
て
、
當
時

の
貴
族
は
競
う
て
私
墨
を
起
し
、
敏
育
の
機
會
均
等
を
計
つ
た
。
筌
海
の
綜
藝
種
智
院
が
、
雫
民

の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
淳
和
皇
后

の
慈
善
事
業
と
相
俟
つ
て
文
化
の
日
本
化
と
擴
充
化
と
を
雄
辯
に
物
語

る
。
又
外
交
に
於
て

は
、
渤
海
及
び
新
羅
と
の
交
渉
が
複
雜
と
な
つ
て
、
歴
朝
の
重
大
な
る
關
心
と
な
り
、
遣
唐
使
廢
止

絆
多
ぜ
ら
れ
て
、
國
民
的
自
覺
は
釜

　
々
濃
厚
に
な
り
つ
つ
あ
る
を
實
證
し
た
。
か
く

の
如
く
、
雫
安
朝
初
期
の
政
策
は
、
生
活
の
現
實
を
、
頗
る
多
樣
雜
多
な
形
態
に
於
て
擴

齟充

せ
ん
と
す
る
能
動
的
な
精
神
の
生
み
萬
し
た
も
の
で
、
か
「の
頻
繁
な
る
唐
制
採
用
の
中
か
ら
、
鬱
勃
た
る
新
日
本

の
胎
生
し
つ
つ
あ
る

●

σ



機

運
を

物

語

る
も
.の
で
あ

る
。

　
二
鳩
現
實
の
整
理
を
求
む
る
心
i

雜
多
に
向
つ
て
擴
充
せ
ら
れ
た
文
化
は
、
徐

々
統

一
に
向
つ
て
整
理
せ
ら
れ
初
め
た
。
そ
れ
は
灘

思
想
の
核
心
を
た
す
信
仰
に
於
て
特
に
著
し
く
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
佛
敏
は
、
新
に
天
台

・
眞
言
の
二
宗
を
迎

へ
斗

最
澄

。
塞
海
.圓
仁
.

圓
珍
等
の
努
力
に
よ
つ
て
、
本
地
垂
跡
の
精
紳
を
釜
々
徹
底
ぜ
し
め
、
盛
ん
な
る
堂
塔
建
立

・
法
會
供
養

・
放
生
執
行
等
も
、
國
民
生
活

め
根
本
に
ふ
れ
て
、
漸
次
日
本
的
な
る
年
中
行
事

・
民
悶
信
仰
の
饂
醸

へ
と
向
つ
た
。
か
か
る
榊
佛
混
淆
は
、
信
仰
の
日
本
的
統

一
を
意

味
す
る
。
か
の
歴
朝
諸
就
に
佛
舎
利
を
獻
じ
、
佛
師
が
榊
像
叉
は
僣
形
の
天
子
の
御
像
を
彫
刻
し
、
八
幡
造
り
叉
は
日
吉
造
の
如
き
特
殊

な
る
建
築
様
式
を
生
ん
だ
精
紳
は
、
後
に
善
相
公
が
延
喜
六
年
日
本
紀
竟
宴
に
於
て
、
「
佛
す
ら
帝
か
し
こ
み
白
妙

の
波
か
き
わ
け
て
來
ま
,

せ
る
も
の
を
」
と
詠
め
る
精
紳
と
交
流
す
る
も
の
で
あ
る
。
佛
歡
的
信
仰
は
熾
烈
を
き
は
め
た
が
、
な
ほ
そ
の
思
想

の
根
幹
に
は
、
日
本

的
な
る
も
の
が
嚴
然
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
帥
位
灌
頂
の
儀
を
規
定
し
た
程

の
佛
轂
的
信
仰
も
、

踐
祚

・
帥
位

・
大
嘗
會
の
如
き
國
家
的
儀
禮
の
清
淨
を
犯
す

こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
帥
位
後
、
伊
勢
奉
幤
使
の
派
遣
、
齋
宮
及
び
齋
院

の
ト
定
、
半
安
城
の
守
護
紳
た
る
加
茂
紳
就
の
祭
儀
等
の
如
き
、

い
つ
れ
も
牢
固
と
し
て
犯
す
能
は
ざ
る
國
民
的
精
紳
に
よ
つ
て
絡
始
し

て
ゐ
る
。
延
喜
榊
紙
式
に
於
け
る
觸
穢

に
,關
す
る
條
文
は
、
清
淨
を
徇
び
、
簡
素
を
愛
す
る
我
が
固
有
精
紳
に
よ

つ
て
規
定
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
・

　
次
に
支
那
の
儒
敏
は
、
漸
次
佛
教
と
合
流
し
、
よ
り
大
い
な
る
日
本
的
意
識

へ
の
統

一
へ
と
向
つ
た
。
例

へ
ば
室
海
の
綜
藝
種
智
院
式

に
於
け
る
教
育
方
針
に
は
、
露
佛
二
教
に
ょ
つ
て
、
新
日
本
を
導
き
新
日
本
人
を
誨

へ
ん
と
す
る
雄
大
な
抱
負
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ

れ
は
長
安
の
制
を
模
し
て
し
か
も
溺
る
る
こ
と
な
か
り
し
雫
安
城
の
設
計
に
於
け
る
と
同
様
な
る
日
本
主
義
的
精
紳

の
顯
現
と
見
な
け
れ
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八

ぱ
な
ら
ぬ
。
奈
良
朝
時
代
の
六
宗
が
、
支
那
そ
の
ま
ま
の
移
植
に
す
ぎ
な
か
つ
た
の
に
對
し
て
、
儒
佛
道
三
數
に
於
け
る
筌
海
の
態
度
は
、

明
か
に
日
本
的
同
化
の
實
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
の
戲
曲
的
構
想
の
も
と
に
な
れ
る
三
教
指
歸
の
如
き
は
、
こ
の
心
境
を
明
か
に
物

、

語
る
。
な
ほ
當
時
列
聖
は
大
い
に
學
問
を
奬
勵
し
給
ひ
、
都
堂
院

・
賜
經
道
院

・
算
道
院

し
明
法
道
院
等
の
大
學
校
舍
は
完
備
し
、
私
學

も
亦
大

い
に
輿

つ
て
、
内
典

.
外
典
を
講
℃
、
入
唐
八
宗
を
は
じ
め
と
し
て
、
幾
多
の
學
僣
は
、
日
本
入
と
し
て
の
自
覺
と
、
熱
烈
な
る

探
求
的
精
紳
と
の
も
と
に
、
萬
死
を
冒
し
て
、
異
國
に
求
法
順
禮
し
た
。
慈
覺

・
智
證
大
師
等
の
驚
く
べ
き
著
述
、
舶
來
ぜ
し
萬
卷
の
藏

書
等
は
、
こ
の
藩
き
甘
本
精
紳
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
陰
陽
道
に
於
け
る
陰
陽

・
暦

・
天
文
の
三
道
は
、
從
來
國
家
須
要
の
學
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
て
來
た
が
、
こ
玉
に
至

つ
て
次
第
に

宿
敏
的
傾
向
を
帶
び
て
宗
敏
と
結
合
す
る
に
至
つ
た
。
元
來
陰
陽
道
の
本
質
は
、
吉
凶
を
未
然
に
備
ふ
る
に
あ
る
。

さ
わ
ば
國
家
に
於
て

天
變
地
異
怪
妖

の
事
あ
れ
ば
、
先
づ
陰
陽
道
之
を
占
ひ
、
紳
瓧
に
奉
幤
使
を
立
て
佛
寺
に
經
丈
を
供
養
し
て
、
災
害
を
孃
ふ
こ
と
を
所
る
。

こ
玉
に
於
て
、唱
陰
陽
道
は
必
然
的
に
神
佛
二
歡
と
結
合
し
、
更
に
朝
廷
の
儀
式
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
つ
た
。
か
く
し
て
陰
陽
的
信

仰
は
、
紳
儒
佛
道
の
四
敏
と
髄
合
し
、
つ
ひ
に
國
民
的
信
仰
と
し
て
統

一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
國
見
在
書
目
録
に
ょ
れ
ば
、
五
行
家

百
五
十
八
部
九
百
十
九
卷
、
天
交
家
八
十
三
部
四
百
六
十

一
省
、
暦
數
家
五
十
五
部
百
六
十
七
卷
の
驚
く
べ
き
參
考
書
が
將
來
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

こ
れ
等
の
雜
多
が
、
國
民
的
な
思
想
感
情

の
も
と
に
統

一
同
化
さ
れ
た
と
こ
と
は
、
夲
安
朝
文
化
史
に
於
て
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
・

　
な
ほ
佛
教
寺
院
緇
流
に
關
す
る
特
殊
な
る
感
情
は
、
凌
雲

・
文
華
秀
麗

・
經
國

の
三
勅
撰
詩
集
に
至
つ
て
、
特
に
梵
門
の

】
門
を
立
て
、

文
藝
と
し
て
承
認
ぜ
ら
る
玉
に
至
つ
た
。
わ
け
て
漢
字

の
草
鶻
或
は
字
劃

の
省
略
に
よ
つ
て
、
國
民
的
文
字
た
る
假
名
が
創
案
せ
ら
る
製

に
至
つ
て
、
H
本
的
同
化
の
實
績
は
、
釜

々
完
戒

の
域
に
近
づ
い
た
。
又
唐

・
天
竺

・
林
邑
等
よ
り
傳
來

の
舞
樂
は
、
釜
々
日
本
的
に
整



丶r

ぎ
診
ー
ー

窰
ー

ー

巨
ピ
ー

;

理
せ
ら
れ
、
祚
樂
は
催
馬
樂
を
包
攝
し
、
東
遊

・
東
舞

・
風
俗
歌
等
も
宮
廷
公
事
に
統

一
せ
ら
れ
、
外
國
よ
り
將
來

せ
る
新
樂
器
は
、
こ

れ
等

の
古
典
的
詞
章
を
新
し
い
感
覺
に
於
て
表
現
し
、
新
日
本
的
な
る
舞
樂

の
統

一
は
徐

々
に
完
成
し
つ
つ
あ
つ
た
っ
し
か
し
て
、
こ
れ

等
の
國
民
的
交
化
活
動

の
背
後
に
は
、
偉
大
な
る
宗
敏
家
弘
法
大
師
の
經
世
的
精
紳
が
主
流
と
な
つ
て
指
導
し
て
ゐ
た
こ
と
、
及
び
や
玉

後

代
に
於
て
偉
大
な
る
政
治
家
菅
公

の
日
本
主
義
的
精
瀞
が
、
和
漢
兩
交
學
の
統

一
、
日
本
的
文
敏
の
確
立
に
向
つ
て
力
強
く
動
き
か
け

た
こ
と
は
、
共
に
注
目
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　

三
、
現
實
の
批
判
に
沈
む
心
ー
1
ー
薪
奇
に
向
つ
て
現
實
を
擴
充
し
、
更
に
是
が
整
理

へ
と
向

ふ
實
踐
的
意
志
の
背
後
に
は
、
常
に
過
去

の
文
化
を
反
省
し
批
判
せ
ん
と
す
る
靜
か
な
る
理
智
が
動
く
。
平
安
朝
初
期
に
於
て
は
、
國
史
編
纂
と
し
て
六
國
史

の
大
部
分
は
完
成
し
、

、、系
譜
論
と
し
て
新
撰
姓
氏
銖

・
古
語
拾
遺
、
史
傳
と
し
て
都
氏
の
道
場
法
師
傳
、
三
善
氏
の
惻
珍
傳

・
藤
原
保
則
傳
等
が
成
つ
た
。
史
記

及
び
日
本
書
紀
の
講
義
は
、
過
去
の
政
道
を
批
判
し
、
意
見
封
事
は
現
在
の
治
政
の
得
失
を
論
義
し
た
も
の
で
あ
る
。
制
度
に
對
す
る
批

判

は
、
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
る
弘
仁
及
び
貞
觀
の
格
式

に
見
え
、
叉
令
義
解
に
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
寛
夲
遺
戒
及
び
九
條
師
輔
遺
戒
の

如
き
は
、
體
驗

の
中
か
ら
に
じ
み
出
た
内
省
の
記
録
で
あ
る
。
叉
式
部
卿
本
康
親
王
記
欄
館
鰡
駆
山
橘
廣
相
紀
鵬
磯
紀
長
谷
雄
記
腑
鵬
抄
寛
亭
御

記
等
の
日
記
は
、
私
的
叉
は
公
的
生
活
の
批
判
と
な
り
、
入
唐
求
法
巡
禮
記

・
行
歴
抄
等

の
紀
行
は
、
新
奇
な
る
未
知
の
世
界
に
對
す
る

,
批
判
と
な
つ
た
。
叉
學
術
的
知
識
の
總
括
と
し
て
薪
撰
字
鏡
の
如
き
辭
書
、
日
本
國
見
在
書
目
録

の
如
き
書
志
が
生
れ
、
類
聚
國
史

・
治

要
策
苑
の
如
き
分
類
學
も
試
み
ら
れ
た
。
而
し
て
藝
術

の
方
面
に
於
て
は
、
詩
の
本
質
及
び
理
法
を
探
究
す
る
文
學
論
と
し
て
、
か
の
有

名
な
る
文
鏡
祕
府
論
、
文
筆
眼
心
抄
が
成

つ
た
。
叉
長
谷
寺
縁
起
の
如
き
は
、
や
玉
後
代
の
淨
土
宗
念
佛
縁
起
と
共

に
、
歴
史
よ
り
文
學

　
へ
と
向
ふ
橋
梁
を
た
す
の
で
あ
る
。
我
等
は
、
こ
れ
等
の
中
に
、
現
實
を
批
判
せ
ん
と
す

る
冷
靜
な
る
理
智
の
ひ
ら
め
透
を
見
る
こ
と
が
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一〇

爵
來
る
と
思
ふ
。

　

四
、
剛
健
と
雄
大
と
を
求
む
る
心
-

淡
海
三
船

・
大
俘
家
持

・
和
氣
清
麿
等

の
奈
良
朝
的
舊
人
は
、
相
前
後
し

て
殿
し
た
。
今
や
新

興
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
青
年
日
本
の
新
興
的
精
榊
は
、
前
述
の
政
治

・
宗
教

・
學
問
の
諸
方
面
に
現
は
れ
た
。
し
か
し
て
、
そ
め
最
も

著
し
い
特
質
を
ゐ
わ
れ
等
は
藝
術
の
上
に
見
出
す

の
で
あ
る
ゆ
帥
ち
嵯
峨
帝

の
詩
に
於
け
る
豪
邁
宏
麗
の
詞
句
宀
筌
海
の
詩
文
に
於
け
る

雄
大
の
氣
魄
、
冖篁
の
詩
に
於
け
る
凄
冷
の
調
.
清
行
の
意
見
封
事

・
革
命
豫
議
に
於
け
る
推
論
の
明
證
.
入
唐
求
法
巡
禮
記
』
行
歴
抄
に

於
け
る
規
模

の
雄
大
等
は
、,
い
つ
れ
も
か
か
る
時
代
精
紳
の
顯
現
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
南
北

一
千
七
百
五
十
三
丈
、
東
西

一
干
五
百
七

十
丈
の
土
地
に
擴
が
る
大
李
安
城
は
、
深
山
幽
谷
に
無
數
の
堂
塔
を
布
置
し
た
延
暦
寺

・
金
剛
峯
寺
の
大
設
計
と
粗
並
ん
で
、
壯
大
な
る

時

代
精
紳
を
物
語
る
。
叉
雲
林
院

・
亭
子
院

・
嵯
峨
院

・
淳
和
院
等
の
離
宮
、
深
草
別
業

・
堀
川
院

・
河
原
院
等
の
別
莊
工
事
の
雄
大
、

彫

刻
大
日
如
來
像
舗
灘
提
の
面
貌
に
見
え
る
壓
す
る
が
如
き
端
嚴
、
如
意
輪
觀
普
像
欟
黝
の
額
に
於
け
る
凄
婉
、
佛
書
眞
言
七
租
像
獣
寺
の
描

線

に
ひ
そ
む
雄
渾
、
十
二
天
像
栖
鍬
の
面
相
に
祕
め
ら
れ
た
勇
偉
、
兩
界
曼
荼
羅
榊
灘

の
構
想
に
於
け
る
壯
麗
等
に
も
、
共
通
せ
る
時
代
精

榊
の
躍
動

を
見
る
Q　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、.

　

五
、
幽
晦
と
祚
祕
と
を
求
む
る
心
I

l
こ
れ
は
密
歡
的
思
想
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
つ
て
、
深
山
幽
谷
に
於
け
る
堂
塔
の
建
立
、
内
外

陣

の
匿
劃
、
裝
飾
等
に
於
け
る

一
種
の
陰
鬱

・
幽
暗
の
情
調
が
、

こ
の
時
代
精
紳
を
明
白
に
表
現
し
て
ゐ
る
。
彫
刻
四
天
王
像
、
十

一、面

槻
音
像
襯
勳
の
面
貌
に
於
け
る
凄
み
、
虚
察
像
鰰
懺

の
衣
紋
に
於
け
る
生
硬
さ
の
中
に
も
、
亦

こ
の
精
紳
が
あ
ら
は
れ
、
高
野
山
明
王
院
藏

の
佛
書
赤
不
動
像
鋸
臟
鰍
獅

の
如
き
は
器
石

・
面
相

・
火
頬
、
凡
て
の
も

の
が
、
凄
愉

・
怪
奇
、
眞
に
人
に
迫
る
が
如
き
色
彩
と
形
態
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

於
て
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
か
る
密
敏
的
精
神
は
、
最
も
よ
く
陰
陽
道
と
結
合
し
、
文
化
の
各
方
面
に
祕
密
的
制
度
を
規
定
し
、
朝
儀
・

'



　 ^『　　 -工置

ー

彭
野ー

　
　㌦ー
ー
ー

龍

　
　・

年

巾
行
事

・
民
間
信
仰
等
を
著
し
く
幻
妖
的
な
も
の
に
導

い
た
。
こ
の
精
紳
ば
、
凖
安
朝
期
に
於
け
る
幾
多
の
迷
信

の
根
源
と
な
り
、
入

心
を
し
て
釜

々
纖
細
軟
翡
に
陥
ら
七
め
、
つ
ひ
に
本
來
の
意
義
を
全
く
沒
却
し
た
る
の
み
か
、
全
く
反
對
の
結
果
を
導
く
に
至
つ
た
。

〆
六
、「」偵
由
と
奔
放
を
求
む
る
心
ー
一
佛
敏
と
儒
歡
と
を
中
心
と
す
る
李
安
朝
初
期

の
文
化
は
、
そ
れ
が
た
と
ぴ
日
本
的
な
る
精
榊
の
も

と
κ
融
合
せ
ら
れ
つ
国
あ
つ
た
と
は
云

へ
、
、な
ほ
そ
こ
に
微
義
種
類
型
め
存
在
が
否
定
さ
れ
な
か
つ
た
β
勅
撰
詩
集

に
艶
情
門
を
置
き
、に

春
閏
怨
の
詩
を
輯
む
る
時
代
で
は
あ
つ
た
が
、
し
か
し
、
な
蔽
儒
佛
一、幽敏
主
義
を
中
心
乏
す
る
か
た
苦
し
い
固
定
的
文
化
か
ら
、
自
由
な

る
人
情
に
向
つ
て
解
放
を
求
め
る
精
紳
は
、
當
代
の
戀
愛
歌
人
特
に
在
原
業
準
と
小
野
小
町
と
に
こ
れ
を
見
る
の
で
あ
る
。
放
縱
不
覊
止

稱
せ
ら
れ
た
不
遇
な
る
天
才
が
、
や
う
や
く
固
定
し
行
く
文
化
に
對
し
て
、
無
意
識
的
に
發
し
た
反
抗
の
叫
び
は
寧

ろ
當
然
の
聲
で
あ
る
。

二
條
后
と
の
情
事
を
始
め
と
し
て
、
奔
放
度
な
き
そ
の
感
情
生
活
は
、
彼
が
洛
北
小
野
に
閑
居
し
た
る
惟
喬
親
王
と
結
ん
だ
篤
き
友
情
生

活
と
共
に
、
現
實
の
か
た
苦
し
さ
と
矛
盾
と
に
堪

へ
ら
れ
な
い
淋
し
さ
か
ら
出
發
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
世
に
す
ね
、
世
を
嘲

り
、
規
範
を
破
り
、
道
徳
を
壞
し
て
、
し
か
も
悠
々
と
藝
術

の
苑
に
遊
ん
だ
彼
こ
そ
は
、
奔
放
な
る
戀
愛
と
、
虚
飾
彫
琢
な
き
純
粹
抒
情

　
　
　
　
　
　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

詩
と
の
中
に
、
美
し
き
女
性
に
絡
始
し
た
佳
人
小
町
と
共
に
、
ま
さ
に
好

一
對

の
天
才
詩
人
で
あ
る
。
こ
の
自
由
追
求

へ
の
精
神
は
、
や

が
て
曾
根
好
忠
に
、
戀
愛
希
求
の
精
紳
は
、
等
し
く
和
泉
式
部
に
繼
承
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
の

　

七
、
沈
思
と
端
麗
を
求
む
る
心
l
i
雫
安
初
期
に
於
け
る
こ
の
主
要
精
紳
は
主
と
し
て
文
藝
の
上
に
あ
ら
は
れ

る
。
先
づ
菅
家
文
草
及

び
後
草
に
集
め
ら
れ
た
る
菅
公
の
詞
藻
を
見
れ
ば
、
そ
の
流
麗
な
る
四
六
駢
體
の
奏
歌

・
表
歌

・
願
文
等
に
時
代
精
紳
が
見
え
る
。
就
中

策
問
の
諸
篇
に
於
け
る
字
句
の
彫
琢
に
は
、
最
も
よ
く
こ
の
精
祚
が
發
露
し
て
ゐ
る
。
文
に
對
す
る
嚴
肅
さ
は
、

や
が
て
政
治
に
對
す
る

嚴
肅
さ
で
も
あ
り
得
る
。
才
の
人
善
相
公
型
に
對
す
る
他
の

一
つ
の
政
治
家
の
型
と
し
て
、
徳
の
人
菅
公
の
性
格

が
こ
』
に
明
か
に
う
き

　
　
　
　
　
　
一
　
戌

長

の
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代
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嶺
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一
二

出
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
、
か
か
る
精
榊
は
、
單
に
菅
公
個
人
に
限
ら
す
、
當
代
の
杜
會
の

一
面
に
擴
が
る
集
團
的
精
禪
で
も
あ
つ
た
。
本

朝
文
粹

。
都
氏
交
集
に
於
け
る
措
辭
の
典
麗
、
田
氏
交
集
に
於
け
る
眞
摯
、
紀
納
言
の
詩
文
に
於
け
る
恭
謙
、
遍
昭

の
和
歌
に
於
け
る
端

述
と
優
美
、
黒
主
に
於
け
ゐ
優
美
と
雅
麗
、
小
町
に
於
け
る
纖
麗
と
優
艶
、
室
生
寺
金
堂
壁
書
に
於
け
る
温
和
乏
流
暢
も
、
ま
た
こ
の
時

代
精
紳
を
反
.映
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

罕
安
朝
初
期
の
肚
會
的
指
導
精
紳
を
、
そ
の
主
な
る
傾
向
に
よ
つ
て
分
類
ナ
れ
ば
、
お
ほ
よ
そ
前
述

の
如
く
な

る
で
は
な
い
か
と
思
は

れ
る
。
勿
論
か
か
る
精
神
は
、
單
獨
に
分
離
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
更
に
高
い
統

一
的
精
紳
に
よ
つ
て
、
融
然
た
る
統
體
を
な

す
ご
乏
は
云
ふ
ま
で
竜
な
い
。
そ
れ
等

の
精
紳
は
、
混
合
し
た
る
全

一
鶻
と
も
て
存
在
し
、
各
性
質
の

一
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
丈
化
の
諸

相
に
隨
ひ
、
比
較
的
に
濃
度
を
異
に
し
て
現
は
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
て
、
か
か
る
瓧
會
的
精
紳
を
、
具
體
的
に
、
し
か
し
て
全
體

的
に
、
最
も
よ
く
表
現
し
た
る
も
の
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
藝
術
で
あ
る
。

　

こ
れ
等
の
精
禪
は
、
時
代
の
推
移
に
從
つ
て
、
統
體
と
し
て
徐

々
に
變
形
す
る
。
こ
の
變
形
は
、
あ
る
主
要
精
神

が
、
釜
々
濃
厚
と
な

つ
て
再
現
す
る
も
あ
り
、
又
、
自
ら
微
弱
と
な
つ
て
衰
滅
す
る
も
の
も
あ
る
。
又
、
物
質
が
化
合
し
て
化
墨
的
變
化

を
起
す
が
如
く
、
二

つ
以
上
の
精
紳
が
合
し
て
、
全
く
別
種
の
精
紳
形
態
を
形
成
す
る
場
合
も
あ
る
。
勿
論

そ
の
變
形
の
時
機
は
、
水
變
じ
て
湯
と
な
る
が
如

く
、
」徐

々
と
し
て
行
は
れ
、
從

つ
て
そ
の
境
界
を
明
確
に
判
然
と
規
定
す

る
こ
と
は
頗
る
困
難
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
し
か
し
て
、
か

か
る
精
紳
形
態
の
變
形
は
、
天
災

・
地
變
等
の
外
部
的
原
因
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
主
な
る
原
因
は
政
治

・
経
濟

・
宗
教

・
學
問

・
藝

術
等
文
化
各
方
面
の
内
部
的
肚
會
的
原
因
に
よ
つ
て
、
自
主
的
に
變
形
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
文
學
的
思
想
形
態
の
流
動
を
導
く

㌧就
會
的
原
因
が
、
如
何
な
る
形
態
と
性
質
と
を
有
す
る
か
は
、
新
し
き
交
學
史
に
於
て
、
最
も
興
味
あ
る
研
究
題
日

で
あ
る
。
吾
等
は
、



.
腎こ
襲
に
李
安
朝
第
二
期
の
文
學
思
潮
に
つ
い
て
概
擬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

σ

一
闘

完
成

の
時
代
ー
ー
和
歌
興
隆
の
時
代

　
　
ー

貫
之
を
中
心
と
し
て
ー

ノ

、

　

こ
の
時
期
は
、
挙
安
朝
文
化
が
、
支
那
に
於
け
る
文
物
制
度
の
吸
收
模
倣
を
經
て
、
こ
れ
を
日
本
的
に
咀
嚼
し
同
化
し
た
る
時
代
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
文
化
の
統

一
は
、
延
喜
に
於
け
る
有
數
の
學
者
で
あ
り
、
か
つ
古
今
和
歌
集
及
び
新
撰
和
歌
集

の
撰
者
た
る
紀
貫
之
に

よ
つ
て
象
徴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
、
現
實
の
完
成
に
向
ふ
意
志
と
し
て
、
(
一
)安
定
を
求
む
る
心
が
あ
り
、
(
二
)多
岐
を
欲
す
る

心
が
あ
る
。
又
現
實

へ
の
批
判
に
向

ふ
理
智
又
は
情
熱
と
し
て
、
新
し
き
理
想
を
憧
憬
す
る
心
が
あ
り
、
行
爲
を
指
導
す
る
感
情
と
し
イ丶

(
一
)纖
細
を
追
ふ
心
が
あ
り
、
(
二
)華
麗
を
求
む
る
精
紳
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
支
那
的
文
化
と
日
本
的
文
化
と
の
同
化
の
中
か
ら
、
更

　
　
　
　
　
　
が

に
進
ん
で
薪
し
い
方
向

へ
と
活
動
し
は
じ
め
た
意
志
に
外
な
ら
な
い
が
、
い
つ
れ
も
、
前
期
に
於
て
成
長
し
た
る
精

紳
形
態
が
、
そ
れ
自

身

の
要
求
に
よ
つ
て
、
漸
次
展
開
發
展
し
て
き
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
帥
ち
安
定
を
求
む
る
心
は
、
前
期
に
於
け
る
現
實

の
整
理

を
求
む
る
精
紳
の
發
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
岐
を
求
む
る
心
は
、
擴
充
を
求
む
を
精
紳
か
ら
、
理
想
を
憧
る
る
心
は
、
批
判
に
沈
む
精

紳

と
、
自
由
と
奔
放
と
を
求
む
る
精
紳
と
の
合
流

の
中
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
叉
纖
細
に
向

ふ
心
は
、
剛
健

と
雄
大
を
求
む
る
精

紳

が
、
幽
晦
と
紳
祕
を
求
む
る
精
紳
と
結
合
し
、
全
く
逆
轉
し
た
女
性
的
精
紳
と
な
つ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
華
麗
と
技
巧
と
に
向

ふ
心
は
、
沈
思
と
端
麗
と
を
求
む
る
精
紳
が
、
批
判
に
沈
む
精
紳
と
交
流
し
て
、
新
に
規
定
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
か

　
　
　
　
　

二

心兀
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不

安

時

代

　
-
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一
四

　
　
.

　
く

の
如
き
思
想
形
態
の
背
後
に
は
、
春
日
の
如
き
麗
ら
か
な
る
太
拳
の
治
世
が
あ
り
、
嘆
く
花
の
如
き
美
は
し
き
後

宮
の
感
情
生
活
の
あ

　
つ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
。
　

　

'
、

　

-
劇
、
安
定
を
求
む
る
心
1

あ
ら
ゆ
喝
現
實
に
安
定
を
求
む
る
心
は
、
完
成
の
頂
點
に
逹
し
た
文
化
の
必
然
的
に
到
逹
す
べ
き
保
守
的

　
な
要
求
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
落
ち

つ
き
と
、
典
型
と
で
あ
る
。
こ
の
精
紳
は
、
政
治
忙
も
、
學
問
に
も
、
藝
術
に
も
顯
現
し
た
。
先

づ
政
權
を
固
定
せ
し
め
ん
と
す
る
努
力
は
、
藤
原
氏
の
北
家
に
ょ
つ
て
な
さ
れ
た
。
か
つ
て
右
大
臣
良
房
は
、
己
が
女
の
出
に
あ
ら
ざ
る

惟
喬
親
王
を
排
し
た
が
、

こ
の
期
に
至
つ
て
他
族
の
排
斥
は
甚
し
べ
、
菅
原
道
眞

・
源
高
明

・
橘
繁
延

・
兼
明
親
王
等
は
、
等
し
く
こ
の
,

政
策
の
犧
牲
と
な
つ
た
。
次
期
に
至
れ
ば
、
こ
の
傾
向
が
更
に
分
裂
し
て
、
同
族
問
の
爭
ぴ
Z
な
り
、
骨
肉
相
食
む
に
至
る
の
で
あ
る
。

政
權
の
保
持
は
後
宮
に
女
子
を
上
り
て
外
戚
と
な
る
に
あ
り
、
こ
巾
よ
つ
し
て
、
不
健
全
な
る
襲
因
が
後
宮
制
度
を
規
定
し
て
動
か
す
べ

　
か
ち
ざ
る
忙
至
る
。
重
要
な
る
官
職
は
北
家
の
門
葉
に
よ
つ
て
占
有
せ
ら
れ
、
太
政
大
臣
忠
李
の
如
き
、
實
子
實
頼

を
左
大
臣
に
、
師
輔

を
右
大
臣
に
進
め
、
父
子
三
人
國
政
を
料
理
す
る
に
至
つ
た
。
次
に
制
度
は
、
高
明
の
西
宮
抄
、
公
任
の
北
山
抄

・
深
窓
祕
抄
等
に
よ
つ

　
て
ほ
と
ん
ど
安
定
し
、
財
政
も
、
米
價
調
節
令
龍
醐
緊
縮
令
翻
上
等
に
よ
つ
て
ほ
液
安
定
し
た
。
夊
學
問
は
、
四
道
專
門
の
家
が
固
定
し
て

各

笹

襲
と
な
り
、
飆
鑽

に
於
け
る
史
記

・
響

麦

選

.
杲

紀
等
の
講
讀
は
・
ほ
と
ん
靂

朝
o
行
事
と
し
て
固
定
し
た
Q

　

安
定
を
希
求
す
る
精
棘
は
、
感
情
の
奔
放
を
抑
制
し
て
、
冷
静
な
る
理
智
に
從

ふ
。
主
知
的
な
便
利
主
義
は
、
最
も
穩
健
な
る
も
の
と

し
て
、
學
問
及
び
藝
術

の
各
方
面
に
影
響
を
與

へ
た
。
か
く
し

bて
文
藝
は
著
し
く
實
用
化
さ
れ
、
和
歌

の
題
詠

・
屏
風
歌

・席
上
の
唱
和
・

消
息
文
等
、
悉
く
不
健
全
な
る
瓧
交
上
の
要
求
に
よ
つ
て
濁
ら
さ
れ
、
か
つ
曇
ら
さ
れ
た
。
常
識
主
義
の
存
在
す

る
所
に
は
、
類
型
的
な

穩
健
は
あ
る
が
、
高
き
魂
の
慈
激
も
躍
動
も
な
い
。
情
熱
は
と
も
す
れ
ば
安
定
を
破
る
か
ら
で
あ
る
、
か
か
る
精
神

は
、
美
文
集
と
し
て

確

己



鑒

』

ー
ー

し

-の
本
朝
文
粹

・
倭
漢
朗
詠
集
等
の
撰
述
態
度
に
も
見
え
る
。
こ
の
二
者
は
、
漢
文
學
的
な
る
思
想
感
情
が
、
完
全
に
日
本
的
な
る
も
の
に

同
化
せ
ら
れ
た
る
を
示
す
記
念
塔
で
あ
る
つ
し
か
し
こ
れ
等
も
、
結
局
、
日
本
的
趣
味
の
類
聚
と
し
て
現
は
れ
た
古
今
六
帖
、
叉
は
日
本

的
語
彙
の
集
成
或
は
芬
類
と
し
て
現
は
れ
た
倭
名
類
聚
抄

・
類
聚
名
義
抄
等
と
共
に
、
甼
安
朝
的
美
意
識
を
固
定
化
せ
し
め
、
概
念
化
せ

し̀
め
、
類
型
化
せ
し
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
此
時
期
に
は
、
遣
唐
使
の
停
止
、
紳
秕
の
造
營
、
諸
瓧

へ
の
佛
舍
利
獻
納

、
天
災
叉
は
兵
亂
に

際

七
て
の
諸
就
叉
は
納
喉

へ
の
所
願
.
梵
讚

.
漢
讚
に
續
い
て
の
和
讚
の
制
作
、
和
讚
よ
り
轉
じ
た
る
今
樣
の
案
出
、
萬
葉
集
訓
點
の
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ

み
」
風
俗
歌

・
朗
詠
等
の
遊
宴
歌
謠
に
於
け
る
支
那
曲
の
攝
取
等
、
日
本
的
精
紳
を
基
調
と
す
る
統
,一
が
完
成
し
、
そ
の
精
紳
を
代
表
す

る
も
の
と
し
て
、
恨
名
序
を
有
し
、、
か
つ
萬
葉
集
と
文
華
秀
麗
集
と
の
部
類
を
統

一
し
た
る
が
如
き
新
樣
式
の
も
と
に
古
今
和
歌
集
の
勅

撰

が
實
現
す
る
に
至
つ
た
。

こ
の
前
後
か
ら
、
和
歌
は
大
い
に
興
つ
て
、
…幾
多
の
私
家
集
鰈
鮃
糊
亜
臙
斯
勦
弼
顯
軸
鏃
剿
嘆
倒
嬲
勲
嶼
凱抽
鰤
嘲
谿
諜
讐
纛
鱒

爛
臨
鰈
"嬾
鰊
嘲
締
鹸
獅
鞴
難
藻
か
隙
櫞
緇
鰍
亜
螻
瀞
鯉
楓
憾
躑
継
豁
臙
穐
韻
賺
娵
齣
偲
翻
麟
鼾
紳
嫉
鹸
恥
購
纈
灘
鰈
一鋤
桝
鰈
一麟
瑚
翻
勲
髞
鋼
磯
樟
燦
卸
鰌
黯
左
を
生
み
、
更
に
遊
戲
化

に
向

ふ
所
に
…幾
多
の
歌
合
祐
瀬
嬲
鮃
嫁
嫐
鶴
断
郵
齣
榊
端
齣
鰓
蘭
勳
豁
創
彊
願
襯
甑
嫉
撤
輪
飾
舗
崢
卿
颱
黝
船
箏
亭
を
生
み
、
殊
忙
天
徳
内
裏
歌
合
に
於
て
は
式
目
が

完
成
し
て
、
こ
れ
が
法
則
さ

へ
も
整
然
と
し
て
確
立
す
る
に
至

つ
た
。
實
に
延
喜
を
中
心
と
す
る
前
後
は
、
和
歌
全
盛
の
時
代
で
あ
つ
て
、

そ
の
精
神
は
、
漢
詩
の
聖
作

一
も
傳
は
ら
ざ
る
醍
醐
帝
の
御
精
祕
が
國
民
化
さ
れ
た
も
の
と
見
て
も
よ
い
9
し
か
し
、
こ
れ
等
の
和
歌
は
、

必
す
し
も
純
粹
な
る
詩
的
感
情
の
流
露
で
は
な
い
。
丈
化
の
安
定
に
附
隨
し
た
る
概
念
的

・
論
明
的
傾
向
は
、
著
し
く
此
等
の
和
歌
を
し

て
類
型
の
中
に
固
定
せ
し
め
た
。
こ
と
に
後
撰
和
歌
集
撰
進

の
態
度
に
は
、
先
人
の
規
定
せ
る
範
疇
下
に
生
き
、
典
型
を
過
去
に
求
め
ん

と
す
る
淌
極
的
傾
向

の
湛
だ
著
し
き
を
見
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　

二
・
多
岐
を
欲
す
る
心
　
　
文
化
の
完
成
は
、
更
に
進
ん
で
多
岐

へ
乏
分
裂
す
る
。
佛
教
と
陰
陽
道
と
の
結
合
は
、
複
雜
な
惹
祭
囎
嫡
咽

　
　
　
　
　

「
二

宀兀
成
聖
の
時
,代

　

　
　

　
　

　

　
　
・
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安

時

代
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
六

辮
味
脇
燃
靴
薀

驟
蜘
靴
鎭
と

祓

配
唱
醐
膨
齔
嘱
轍
跡
醐
螺
鰍
度
鰰
羅

と

占
娠
品
築
天

と
修

法

と
を

生

み

、
年

中

行

事

は

、

こ
れ
等

の
宗

轂
儀

式

の
分
裂

に
拌

う

ザ、
釜
多

岐
歌
饑
貔
謙
鱗
灘
薯
灘
甃

驫

馨
鑼
讙
覊

に
亙
り
、
榊
沚
祭
も
多
端
翩
矯
糠
驪
糶

.と
な
り
、
薪
し
き
刺
戟
を
求

む

る
心
は
臨
時
祭

の
制
定
を
う
な
が
し
た
。
叉
宮
廷
行
事
も
釜

々
多
樣
撚
唱
雌
囎
伽
艶
囑
鰤
鯰
伽
鯲
鰍
蔀
鱠
軌
餅
吻
蜘
勘
飃
"黝
弸
鰤
節
と
な
り
、
こ
れ
等
の

多
岐
を
更
に
華
麗
に
し
、
刺
戟
を
多
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
諸
肚

へ
の
行
幸
を
奏
請
す

る
に
至
り
、
こ
の
傾
向
は
、
次
期
に
至
つ
て
、

釜
々
流
行
を
極
め
る
や
う
に
な
つ
た
。
南
都
北
嶺

の
墨
僣
た
ち
は
、
或

る
時
は
勅
命
に
よ
つ
て
、
各
宗
義
の
得
失
を
戰
は
し
た
事
も
あ
つ

た

が
、
佛
教
は

一
般
的
に
哲
墨
的
關
心
を
喪
失
し
、
漸
次
法
談

・
論
經

・
呪
術

・
所
濤
等
に
分
裂
し
て
、
年
中
行
事
及
び
民
聞
信
仰
の
多

樣
な
る
派
生
を
助
け
た
。
叉
丈
學
上
に
於
て
は
、
準
漢
文
體
に
よ
る
諸
家
の
日
記

・
記
録
等
が
釜
々
流
行
し
、
草
假
名
の
應
用
範
圍
は
、

和
歌
か
ら
詞
書

へ
、
淌
息
文

へ
、
日
記

へ
、
紀
行

へ
、
物
語

へ
と
分
岐
し
て
發
展
し
た
。
多
岐

へ
向
ふ
心
は
、
完
成
し
た
る
文
化
の
當
然

進
む
べ
き
道
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

三
、
新
し
き
理
想

へ
の
憧
憬
ー

貴
族
を
中
心
と
し
て
、
太
干
の
申
に
安
定
し
た
雫
安
城
の
文
化
は
、
そ
の
内
部
に
於
て
自
ら
矛
盾
と

不
合
理
之
を
孕
ま
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
現
實
生
活
に
は
、
猫
多
く
の
矛
盾
が
あ
つ
た
。
そ
の
最
も
大
い
な
る
も
の
は
戀
愛
と
結
婚
と
に

對
す
る
不
合
理
で
あ
る
。
多
夫
多
妻
に
し
て
放
縦
き
は
ま
る
結
婚
制
度
の
生
む
耽
會
的
缺
陷
は
、
先
づ
經
濟
生
活
の
不
安
で
あ
つ
て
、
所

　
う
し
ろみ

謂
後
見
と
い
ふ
特
殊
の
風
習
を
起
す
原
因
と
な
る
。
後
見
と
は
、
親
兄
弟
叉
は
他
人
の
中
に
て
、
婦
人
の
た
め
に

一
切
の
費
用
を
辨
じ
、

そ

の

　
生
の
生
活
を
保
證
す

る
者

で
あ
る
。
源
氏
に
對
す
る
女
三
宮
の
關
係

の
如
き
は
、
こ
の
風
習
の
變
態
的
な

一
形
態
と
見
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
第
二
は
醜
惡
な
る
戀
愛
鬪
爭
の
た
め
の
人
倫
の
破
壞
で
あ
つ
て
、
廷
臣
の
宮
女
と
通
す
る
は
な
ほ
之
を
許
し
得
る
と
し
て
も
、

他

人
の
妻
を
倫
み
、
兄
弟
叔
姪
の
婦
に
通
じ
、
繼
母
子

・
異
母
兄
妹
に
し
て
相
姦
す
る
も
の
も
あ
り
、
朱
雀
大
路
、
或
は
僣
院
の
紳
聖
を

璽蠡
繋
驫
黷



働

け
が
し
て
、
、不
義
を
遂
ぐ
る
も
の
さ

へ
あ
つ
た
と
い
ふ
。
第
三
は
嫉
妬
で
あ
つ
て
、
妻
妾
は

一
入
の
夫
を
中
心
と
し
て
相
互
に
愴
悪
七
、

つ
ひ
に
門
戸
を
張
つ
て
爭
ふ
に
至
る
。
か
く
の
如
き
は
、
物
語

・
日
記
等
に
屡

々
現
は
る
る
事
實
で
あ
る
。
第
四
は
繼
子
い
ぢ
め
で
あ
つ

て
、
閨
閤
の
亂
脈
か
ら
生
す
る
瓧
會
悲
劇

の

一
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
矛
盾
は
た
う
て
い
堪

へ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な

い
。

こ
x
に
、
純
粹

な
る
も
の
に
對
す
る
無
意
識
な
る
黒
慕
の
精
紳
の
生
る
る
は
當
然
で
あ
る
。
こ
の
精
紳
は

一
は
現
實

の
凝
覗
に
あ
ら
は
れ
、
他
は
後
宮
憧

憬

の
情
熱
と
な
つ
て
あ
ら
は
れ
た
。
不
幸
な
る
戀
愛
と
結
婚

へ
の
無
意
識
的
批
判
ば
、
蜻
蛉
日
記
の
本
質
で
あ
る
。

こ
の
純
粹
な
る
戀
愛

を
、
現
實

の
中
に
求
め
ん
と
す
る
糠

は
、
當
時
の
女
流
私
家
隼

難

鸚

鞣
.
に
見
え
、
伊
勢
物
語

・
篁
勒
語

夫

和
物
語
本

仲
物
語
・

高
光
物
語
等
に
も
見
え
、
次
期
に
於
け
る
和
泉
式
部
集
に
連
る
。
し
か
し
て
後
宮
憧
憬
の
精
榊
は
、
次
期
に
於
て
宮
廷
才
女
の
輩
出
を
導

く
の
で
あ
る
。

　

理
想
を
求
め
ん
と
す
る
精
紳
は
、
現
實

へ
の
追
求
を
離
れ
て
、
塞
想

へ
の
憧
憬
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
天
上
と
下
界
と
を
對
立
せ
し
め

.
た
る
竹
取
物
語
の
紳
仙
的
性
質
、
宇
津
保
物
語
に
於
け
る
俊
蔭

・
伸
忠
の
奇
蹟
的

・
怪
奇
的
性
質
等
は
、
こ
の
精
紳

の
顯
現
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
赫
夜
姫

・
貴
宮
を
中
心
と
し
て
、
憂
世
な
み
の
醜
惡
な
る
戀
愛
鬪
爭
が
あ
ら
は
れ
、
五
人
の
求
婚
者
の
失
敗
伽
諏
實
忠
・

仲
頼

・
仲
澄
等
の
不
幸
な
る
失
意
に
對
す
る
無
意
識
的
な
る
批
判
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
落
窪
物
語

・
住
吉
物
語
等

に
は
.
繼
子
い
ぢ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も　　ヘ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　へ

の
事
實
が
示
さ
れ
、

こ
と
に
前
者
に
は
、
典
藥
助
の
不
倫
の
情
慾
、
と
こ
ろ
あ
ら
は
し
と
い
ふ
悲
嘆
す
べ
き
矛
盾
等
が
示
さ
れ
、
そ
れ
等

の
中
に
、
か
か
る
肚
會
的
缺
陷
に
對
す
る
批
判
的
態
度
と
、
ほ
の
か
な
る
倫
理
的
正
義
感
と
が
あ
ら
は
き
れ
て
ゐ
る
。

　

か
く
理
想
を
求
め
ん
と
す
る
精
紳
は
、

一
方
現
實
的
な
る
批
判
よ
り
、
現
實
そ
の
も
の
の
中
の
理
想
探
求

へ
と
向
ひ
、
他
方
室
想
的
な

る
批
判
よ
り
、
塞
想
の
中
の
理
想
探
求

へ
と
向
ふ
。
前
者
は
戀
愛
を
主
題
と
す
る
抒
情
詩

・
歌
物
語

・
日
記
等
を
お

こ
し
、
後
者
は
戀
愛

　
　
　
　
　
　

二

出尢
成

の
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ー
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＼

　
　
　
　
　

夲

安

時

代
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八

を
主
材
と
せ
る
傳
奇
物
語

・
寫
實
小
論
等
の
物
語
を
お
こ
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
二
者
は
漸
次
接
近
し
て
合
流
し
、
現
實
の
中

の
塞
想
的
批
判
に
統

一
せ
ら
れ
る
所
に
、

一
大
戀
愛
小
詮
と
し
て
の
源
氏
物
語
を
お
こ
す

の
で
あ
る
。
こ
の
二
者
は
發
生
及
び
發
逹
の
過

程
か
ら
見
て
も
、
明
白
に
別
種
の
性
質
を
有
す
る
。
帥
ち
前
者
は
、
假
名
に
ょ
つ
て
表
現
せ
ら
れ
た
る
詠
嘆
的
な
叉
は
秕
交
的
な
和
歌
及

び
消
息
の
文
體

の
發
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
記
紀

・
萬
葉

・
風
土
記

・
日
本
靈
異
記
等
に
、
主
と
し
て
漢

文
叉
は
準
漢
文
體
に

よ
つ
て
表
現
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
口
誦
的
物
語
が
、
漸
次
草
假
名
に
よ
る
表
現

へ
と
轉
向
し
て
發
逹
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
か
く
の
如
き
理
想

へ
の
憧
憬
が
、
主
と
し
て
戀
愛
及
び
結
婚
の
規
範
に
對
し
て
集
中
せ
ら
れ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、

そ
れ
は
右
二
者
が
、
不
安
朝
に
於
け
る
瓧
會
的
苦
悶
と
し
て
最
も
主
要
な
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
女
性
を
中
心
と
す
る
文
化
が
、
や
う
や

く
宮
廷
に
榮
え
ん
と
す
る
瓧
會
の
全
體
を
貫
く
時
代
的
要
求
で
あ
つ
た
が
た
め
で
あ
る
。
こ
の
純
粹
な
る
戀
愛
を
希
求
す
る
精
紳
は
、
次

　
　
　
　
　
　

へ

期
の
和
泉
式
部
に
至
つ
て
最
も
濃
厚
と
な
り
、
後
宮
に
於
け
る
浪
曼
的
精
紳
勃
興
の
先
驅
を
な
し
、
漸
次
母
性
の
愛

に
向
ひ
、
つ
ひ
に
人

間
愛
の
境
地
に
到
逹
す
る
の
で
あ
る
。

　
四
、
纖
細
を
追
ふ
心
ー

ー
こ
の
精
祚
は
、
次
期
に
至

つ
て
最
も
榮
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
に
も
已
に
萌
芽
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
」
幽
晦
と
紳
祕
と
を
求
め
た
前
期
の
密
敏
的
精
祕
が
、
宗
敏
的
信
仰
と
、
儀
式
と
を
通
じ
て
、
現
實
生
活
を
指
導
す
る
に
至
る
か

ら
で
あ
る
。
超
自
然
的
勢
力

へ
の
承
認
は
、
入
聞
的
な
る
力
の
否
定
を
意
味
す
る
。
こ
の
密
歡
的
祕
密
主
義
は
、
多
岐
に
亙
る
年
中
行
事

と
.
民
闇
信
仰
と
を
通
じ
て
、
釜

々
人
心
を
支
配
し
、
實
生
活
を
指
導
し
、
不
安
朝
の
瓧
會
的
感
情
を
複
雜
に
し
、
纖
細
に
し
て
行
く
の

で
あ
る
。

　

次
に
、
太
夲
の
治
世
に
於
て
、
後
宮

の
女
性
を
中
心
と
し
て
成
長
し
た
る
文
化
が
、
感
受
性
の
鏡
敏
に
向
ふ
の
は
當
然
で
あ
つ
て
、
そ

》



ノ

の
精
瀞
は
、
多
く
の
藝
術
に
あ
ら
は
れ
た
が
、
特
に
抒
情
詩
と
、
蘂

と
に
讃

に
顯
現
し
た
。
當
時
の
歌
壇
に
は
、
三

つ
の
相
對
立
す

る
傾
向
が
あ
つ
て
、
そ
の

一
は
主
知
派
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
、
そ
の
二
は
主
情
派
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
前
者

は
貫
之
等
に

よ
つ

て
代
表
せ
ら
れ
る
技
巧
派
で
あ
つ
て
、
語
句
の
豐
麗

・
詞
章

の
彫
琢
が
特
徴
で
あ
り
、
後
者
ぽ
躬
恒
等
に

よ
つ
て
代
表

せ
ら
れ
る
情
調
派

で
あ

つ
て
、
感
情
の
纖
麗

。
詞
藻
の
巧
緻
が
特
徴

で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
が
、
後
者
は
、
干
安
朝
に
於
け
る

一
般
抒
情

詩
的
精
紳
を
纖
細
に
導
い
た
と
同
時
に
、
象
徴
の
世
界
、
幽
玄
の
世
界
の
待
望

へ
の
豫
言
を
示
し
た
か
に
も
見
え
る
・
躬
恒
の
短
歌
に
於

け
る
嫋

々
と
し
て
絶

善

る
餘
情
、
忠
岑
に
於
け
る
掬
す

べ
嘉

麗
、
加
茂
堡

要

に
於
け
る
寂
し
き
哀
傷
、
元
輔
に
於
け
る
清
麗
・
兼

盛
に
於
け
る
幽
玄
等
は
、
遠
く
千
載
集

・
新
古
今
集
に
通
ふ

一
種
の
氣
品
あ
る
情
調
を
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
・
次
に
習
樂
は
・

純
粹
感
情
の
形
式
的
表
現
で
あ

つ
て
、
そ
こ
に
は
よ
く
時
代
精
祚
が
顯
現
し
た
。
樂
器
又
は
朗
吟
等
が
、
如
何
に
靈
的
な
魅
力
を
時
代
人

に
與

へ
た
か
は
、
宇
津
保
物
語
の
仲
忠
を
は
じ
め
と
し
て
、
名
人
叉
は
名
器
の
奇
蹟
を
語
る
多
く
の
詮
話
の
中
に
物
語
ら
れ
て
ゐ
る
・
こ

の
點
に
於
て
、
晋
樂
は
最
も
靈
的
で
あ
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
藝
術
中
の
最
高
の
王
座
に
在
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
・
し
か
し
て
・
こ
』

に
多
く
の
迷
信
的
信
仰
が
纖
細
な
る
情
緒
と
結
合
し
て
集
中
し
た
こ
と
は
當
然
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

　
五
、
華
麗
を
求
む
る
心
l
I
華
麗
は
、
完
成
し
た
る
文
化
の
前
に
開
か
れ
た
必
然
的
な
道
で
あ
る
。
そ
れ
は
内
容
の
清
新
よ
り
も
、
む

し
ろ
形
式
の
整
美
で
あ
る
、
思
想
の
洗
練
よ
り
も
、
丈
章
の
修
雕
で
あ
る
。
詩
支
に
於
け

る
字
句
の
部
分
的
な
琢
磨
整
正
は
、
固
定
せ
る

思
想

の
筌
虚
を
お
ほ
ふ
退
嬰
的
な
粉
飾
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
類
型
に
向

ふ
心
で
も
あ
吻
、
技
巧
に
走
る
心
で
も
あ
る
・
そ
し
て
・
そ

れ
等
は
、
貫
之
を
は
じ
め
と
す
る
主
知
派
の
和
歌
及
斐

章
に
見
え
る
主
要
な
る
傾
向
で
あ
る
・
貫
之
の
古
今
集
序

蟻
通
の
紳
に
奉
る

和
歌
序

.
大
井
川
行
幸
和
歌
序

.
新
撰
、和
歌
集
序
等
に
は
、
漢
文
學
者
と
し
て
の
貫
之
の
修
辭
學
的
典
麗
、
語
彙
の
豐
麗
が
あ
る
が
・
思

　
　
　
　
　
二

完
成

の
時
代
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夲
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代
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二
〇
、

想
の
新
鮮
は
求
め
ら
れ
な
い
。
友
則
集
に
見
え
る
落
ち
つ
き
、
源
順
集

。
庚
申
夜
奉
和
歌
小
序
等
に
見
え
る
整
正
、
忠
見
集
に
見
え
る
豐

麗
等

は
、
本
朝
文
粹
に
於
け
る
詩
序

・
表

・
奏
王
文

・
願
文

・
諷
誦
文
の
類
に
見
ゆ
る
性
質
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
就
中
小
野
篁

の
令

義
解
序
、
紀
淑
望
の
古
今
和
歌
集
序
、
菅
原
文
時
の
意
見
封
事
、
兼
明
親
王
の
菟
裘
賦
等
に
存
す

る
特
徴
と

】
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

雫
安
朝
的
美
的
意
識
の
類
聚
と
も
云
ふ
べ
き
倭
漢
朗
詠
集
と
、
古
今
六
帖
と
に
見
え
る
修
辭
的
華
麗
は
、
最
も
よ
く
時
代
精
紳
を
代
表
す

る
も

の
で
あ
る
つ、,

　
し
か
し
、
華
麗
を
求
む
る
精
紳
も
、

こ
の
期
に
あ
つ
て
は
な
ほ
素
朴
さ
と
、
單
純
さ
と
を
失
は
な
い
。
そ
こ
に
は
ま
だ
次
期
の
や
う
な

'

頽
廢
は
な
い
。
な
ほ
掬
す
べ
き
風
格
と
氣
品
と
を
存
す
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
土
佐
日
記
に
於
け
る
行
文
の
簡
潔
、
定
家
の
模
寫
せ
し

貫
之
筆

の
土
佐
日
記
殘
簡
黏
細
・
秋
萩
帖
軈
繍
醐
川
・
道
風
淌
息
中
の
假
名
幟
華
・
傳
佐
理
筆
・の
賀
歌
切
躙
鱒
等
に
見
え
る
草
假
名
に
於
け
る
筆

意

の
古
朴
、
醍
醐
寺
五
重
塔

・
大
原
極
樂
院
本
堂
の
結
構
に
示
さ
れ
た
る
落
ち
つ
き
、
醍
醐
寺
藥
師
堂
本
奪
の
面
貌
に
殘
る
威
嚴
、
同
じ

く
五
重
塔
内
部
の
繪
書
に
示
さ
れ
た
る
色
彩
の
黌
麗
、
東
寺
觀
知
院
炎
魔
天
像
の
描
線
に
見
ゆ
る
端
正
等
は
、
優
美
と
華
麗
を
備

へ
な
が

ら
も
、
な
ほ

一
種

の
雄
健
の
氣
魄
を
失
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
次
期
に
至
れ
ば
、
華
麗
を
求
む
る
心
は
、
纖
細
を
求
む
る
心
と
結

合
し

て
、
つ
ひ
に
華
美
と
な
り
、
奢
侈
と
な
つ
て
、
生
活
の
各
方
面
を
力
な
き
頽
廢
の
色
を
も
つ
て
粉
飾
し
始
め
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
罕
安
朝
第
二
期
の
主
要
な
る
文
學
的
精
紳
た

つ
い
て
逋
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
精
榊
は
、
大
室
に
淨
ぶ
雲
の
如
く
、
し

ば
ら
く
も
靜
止
す
る
こ
と
な
く
流
動
し
變
轉
し
て
、
つ
ひ
に
そ
の
總
計
の
流
れ
は
第
三
期
鳳
想
形
態

へ
と
推
移
す
る
の
で
あ
る
。

丶



σ

一一
醐

爛

熟

の
時
代
ー

ー
物
語
文
學
全
盛
の
時
代

　
　

ー
ー
-
御
堂
關

臼
を
中

心
と

し

て
ー

　

こ
の
時
期
は
、
挙
安
朝
的
文
化
が
完
成
の
頂
點
に
達
し
た
時
代
で
あ
る
。
人
心
は
文
化
の
陶
醉
よ
り
漸
次
ほ
の
か
な
る
頽
廢

へ
と
向
ぴ

つ
蕊
あ
つ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
瓧
會
的
精
紳
は
、
こ
の
世
を
ば
わ
が
世
と
そ
思
ふ
と
誇
つ
た
御
堂
關
白
道
長
の
榮
華
に
ょ
つ
て

代
表
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
.晩
春
の
如
き
絢
爛
が
あ
り
、
現
實
的
美

へ
の
恍
惚
が
あ
る
。
淨
土
的
信
仰
に
よ
つ
て
彩
ら
れ
た
曼
陀
羅
の

■明
る
さ
や
、
後
宮
女
性
に
よ
つ
て
描
き
出
さ
れ
た
物
語
め
く
優
艶
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
等
の
中
に
は
、
な
ほ
い
つ
こ
と
も
な
く
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　　ヘ　　へ

の
暗
き

一
抹
の
哀
愁
が
漂
ひ
、
や
が
て
崩
壞
の
道

へ
と
向
ふ
で
あ
ら
う
悲
し
む
べ
き
運
命

の
影
が
宿
さ
れ
て
ゐ
る
。
望
月
の
如
き
殿
の
榮

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
　へ

華

は
、
つ
ひ
に
そ
の
世
繼
た
ち
に
よ
つ
て
維
持
さ
れ
す
、
道
長
薨
後
三
+
年
、
法
成
寺
炎
上
は
、
そ
の
華
や
か
な
り
し
文
化
の
崩
壞
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
眩
燿
に
み
て
る
大
伽
藍
の
中
で
聞
く
梵
鐘
の
餘
韻
ほ
ど
、
文
學
史
家
の
心
を
い
た
ま
し
め
る
も
の
は
な
い
。

　

春
日
遲

々
た
る
が
如
き
、
…爛
熟
期
に
於
て
は
、
前
期
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
新
し
い
瓧
會
精
紳
が
各
方
面
に
生
れ
た
。
部
ち
政
權
の
安
定

を
計
ら
ん
が
た
め
に
、
(
一
)陰
謀
に
向
ふ
心
が
あ
り
、
文
化

へ
の
陶
醉
に
導
か
れ
て
、
(
二
)
享
樂
に
向
ふ
心
が
あ
り
、
生
活
の
多
岐
と
類

型
と
を
逍
求
す
る
傾
向
か
ら
、
(
三
)
博
識
と
機
智
と
を
求
む
る
心
と
な
ウ
、
理
想
を
求
む
る
心
か
ら
、
(
四
)新
し
き
情
熱

へ
の
希
求
と
な

り
、
華
麗
を
求
む
る
精
神
か
ら
、
(五
)華
美
に
流
る
る
心
と
な
り
、
纖
細
に
向
ふ
感
情
か
ら
、
(
六
)纖
弱
と
幻
妖
に
走
る
心
と
な
つ
た
。

勿
論

こ
れ
等
の
精
紳
は
、
他
と
の
交
流
複
合
の
姿
態
に
於
て
あ
ら
は
れ
、
決
し
て
、
自
身
單
獨
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
、
他
の
い
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一
巍
钁
鱒

鍵
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夲

安

時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一ご
一

つ
れ
の
時
代
と
も
共
通
し
た
事
實
で
あ
る
。
今
は
た
だ
こ
れ
等
の
主
要
な
る
精
神
を
、
可
能
な
る
範
圍
に
於
て
、
最
も
單
純
な
る
姿
態
に

ま

で
還
元
し
、
複
合
軆

の
交
化
に
對
し
て
、

一
つ
の
病
理
學
的
整
理
を
訣
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

陶
、
陰
諜
に
向
ふ
心
レ
ー
i
こ
の
精
紳
は
主
と
し
て
政
權
の
奪
取
に
於
て
あ
ら
は
れ
た
。
權
力
私
有

へ
の
野
心
は
、
前
期
に
於
て
ば
圭
と

し

て
他
族
排
斥
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
期
に
於
て
は
、
同
族
間

の
醜
悪
な
る
鬪
爭
と
な
つ
た
。
關
白
験
通
は
弟
秉
家
と
爭
ひ
、
道
隆
・道
鍍
・

道
長
等
も
亦
骨
肉
相
爭
つ
て
、
平
安
朝
思
想
史
上
に
汚
點
を
印
し
た
。
政
權
の
爭
奪
は
、
後
宮
に
勢
力
を
確
立
し
、
幼
帝
を
立

つ
る
こ
と

に
よ
つ
て
決
定
し
た
。
そ
こ
に
は
男
性
的
な
實
力
に
よ
る
鬪
爭
は
な
く
、
女
性
的
に
し
て
隱
險
な
る
嫉
妬
と
中
傷
と
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

實

力
の
喪
失
は
、
卑
劣
な
る
陰
謀
と
な

つ
て
宮
廷
の
紳
聖
を
け
が
し
た
。
伊
周

・
隆
家
等
は
も
と
よ
り
大
江
以
言

・
同
匡
衡
等
も
、
か
玉

る
政
策
の
犧
牲
と
な
つ
た
。
兼
明
親
王
の
如
き
は
、
兼
通

・
兼
家
の
醜
悪
な
る
政
爭
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
傀
儡
の
如
く
飜
弄
せ
ら
れ
、

花
山
天
皇

・
三
條
天
皇

・
敦
明
親
王
に
對
し
て
も
、
藤
原
氏
の
隱
險
な
る
政
策
は
、
ま
た
甚
し
く
御
意
に
添
は
ざ
る
も
の
が
多
か
つ
た
。

こ
と
に
、
月
明
の
夜
、
道
兼
に
あ
ざ
む
か
れ
、
あ
わ
た
だ
し
く
萩

の
戸
を
出
で
て
、
花
山
寺
に
落
飾
し
給

へ
る
薄
幸
な
る
天
子
の
御
運
の

如
ぎ
は
、
現
實
の
史
實
と
し
て
語
る
に
は
あ
ま
り
に
も
哀
し

い
。

　
陰
謀
と
嫉
妬
と
に
ょ
つ
て
動
か
さ
る
る
政
權
の
對
立
は
、
次
期
に
至
れ
ば
次
第
に
明
確
な
る
對
立
と
な
り
、
つ
ひ
に
武
力
に
結
合
す
る
。

武

力
が

一
切
を
清
算
す
る
時
代
は
、
わ
つ
か
八
十
年
の
後
に
迫
つ
て
ゐ
る
に
か
か
は
ら
す
、
藤
原
氏
は
な
ほ
陶
然
と
し
て
、
倦
怠
に
向

へ

る
舊
文
化
に
心
醉
し
、
小
天
地
の
中
に
纖
弱
な
る
反
目
を
事
と
せ
る
を
見
る
の
は
、
文
墨
史
に
於
け
る

一
つ
の
憂
鬱

で
も
あ
る
。

　

二
、
享
樂
に
向
ふ
心
　
生
活
の
充
實
を
求
む
る
精
紳
が
多
岐
に
分
れ
て
發
展
す
る
時
に
、
最
後
に
到
逹
す
る
も
の
は
、
感
覺
的
な
美
的

享
樂
を
求
追
す
る
心
で
あ
る
。
こ
の
期
に
於
て
光

・
色

・
晋

・
形

・
に
ほ
ひ
等
の
感
覺
美
が
著
し
く
發
達
し
た
事
は
、
源
氏
物
語

・
枕
草



竃

奪

子
を
は
じ
め
と
し
イ丶

多
く
の
文
學
作
品
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
豐
富
な
る
語
彙
、
特
に
形
容
詞
と
副
詞
の
發
達
に
於

て
知
る
こ
と
が
出
來

る
。
緯
魂
購
諭
廉
驟
如
鋤
噛
暢
蝣
嬪
轍
籾勘
詠
滋
パ
齠
啝
ぼ
斡
鰰
胡
特
叉
白
粉

・
頗
紅

・
黛

・
鐵
漿
に
よ
る
化
粧
、
十
二
單
衣

ゼ
五
つ
重

.
七
つ
重
の
服
裝
、・

四
季
の
色
彩
の
限
り
を
つ
く
し
た
る
が
如
き
多
様
な
る
襲
色

・
織
色

・
染
色
の
色
目

糊
{皴
鰆
御
囃
晦
鼾
喞
卦
殫

鰒
鄭
鄂
働
糀
桁
鰯
觸
一
鰍
舗
出
衣

・
出

袿
等
の
色
彩
對
比
、
、香
壷

・
火
取

・
硯
筥

・
草
子
筥

・
唐
匝

・
滑
杯

・
菌

・
衣
架

・
厨
子

・
几
帳
等
の
室
内
調
度
、
寢
殿
造
の
内
部
に
於

　
　
　
　
　
　
ψ

け
る
彫
刻

・
蒔
繪

・
螺
鈿
の
裝
飾
、
糸
毛

・
檳
榔
毛

・
網
代
等
の
牛
車
及
び
輿
、
儀
仗
の
裝
飾
品
と
な
れ
る
刀
劒
の
鞘

・
弓

・
胡
籐
等
の

形
状

・
色
彩
等
に
見
え
る
纖
細
な
官
能
的
傾
向
は
、
か
か
る
精
紳
の
發
現
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
衣
服
の
色
彩

に
華
美
の
風
を
増
し

來
れ
る
こ
と
は
、
清
行
の
封
事
に
も
見
え
、
醍
醐

・
一
條
兩
朝
の
驕
奢
の
禁
令
に
よ
つ
て
も
想
像
せ
ら
れ
る
。
叉
加
茂
の
祭
の
奉
幤
使
が
、

一
條
大
路
を
渡
る
鹵
簿
の
壯
麗
と
眩
燿
は
、
な
ほ
未
だ
刺
戟
不
+
分
と
て
か
、
進
ん
で
帝
王
の
行
幸
を
奏
請
す

る
こ
と
、
こ
の
期
に
至
つ

て
釜
々
盛
と
な
り
、

一條
帝
は
、
春
日

・
松
尾

・
大
原
野

・
北
野

へ
、
後
三
條
帝
は
、
日
吉

・
稻
荷

・
住
吉

・
祗
園

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
な

る
行
幸
が
あ
つ
た
。
有
閑
階
級

の
倦
怠
を
防
が
ん
が
た
め
に
は
、
大
饗

・
臨
時
客
を
は
じ
め
と
す
る
杜
交
的
饗
宴
、
詩
文

・
和
歌
の
會
、

探
題

・
探
韻

・
探
勒

・
韻
ふ
た
ぎ

・
篇
つ
ぎ

・
詩
合

・
歌
合

・
花
合

・
前
栽
合

・
根
合

・
扇
合

・
謎
合

・
繪
合

・
香
合

・
貝
合
・艶
書
合
・

あ
て
繪

・
扇
ひ
き
等
の
勝
負
等
、
種
々
纖
弱
な
る
入
爲
的
方
法
が
、
多
岐
に
亙
つ
て
案
出
せ
ら
れ
た
。
叉
こ
れ
等
の
遊
び
に
は
興
を
添

ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

ん
が
た
め
に
物
を
賭
け
、
負
け
わ
ざ
を
し
て
勝
方
を
饗
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
。
叉
龍
頭
鷁
首
の
舟
遊
、
笛

・
琴

・
琵
琶

・
和
琴

・
箏

・
笙

等
の
合
奏
、
今
様

・
朗
詠

・
讀
經
あ
ら
そ
ひ

・
さ
る
が
う

・
田
樂
の
聲
樂
及
び
舞
樂
等
は
、
い
つ
れ
も
貴
族
階
級
に
於
け
る
享
樂
的
文
化

,

の
所
産
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
歌
舞

・
遊
戯
は
海
女
性
的

の
も
の
が
多
く
、
蹴
鞠

・
小
弓

へ
賭
弓

・
駒
く
ら
べ
・
鷹
狩
等
の
如
を
男
性
的
な

遊
戲
は
重
き
を
な
さ
な
か
つ
た
。
猫
は
そ
の
嬌
聲
媚
態

の
ゆ
ゑ
に
、
宮
廷
に
於
て
最
も
愛
せ
ら
れ
、
つ
ひ
に
朝
廷
こ
れ
が
た
め
に
産
養
ひ
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,
　

　

　

　

　

　

　
　

・
,
　

　

　

　

　

　

　

　

二
四

を

行
ひ
、
乳
母
を
定
む
る
な
ど
、
痴
態
を
演
す

る
に
至
つ
た
。
又
當
時
民
聞
に
流
行
せ
し
民
謠

し
俚
歌
に
は
、
頽
廢
的
な
る
性
慾
的
感
情

.
又
は
官
能
を
表
現
せ
し
も
の
が
甚
だ
多
い
。
す
べ
て
こ
れ
等
は
當
時
の
家
録

・
日
記

・
隨
筆

・
物
語
等
を
は
じ
め
、
、新
樂
記
・雲
州
淌
息
・

傀
儡
子
記

・
梁
塵
祕
抄
そ
の
他
に
發
見
す

る
所
で
、
い
つ
れ
も
當
時
の
文
化
の
爛
熟
と
、
享
樂
的
傾
向
を
雄
辯
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

・

　

享
樂
に
向
ふ
心
は
、
形
式
美
を
整
ふ
べ
く
、
壯
大
な
る
建
築
を
起
し
、
兼
家
の
東
三
條
殿
は
清
凉
殿
に
模
し
、
道
長
の
三
條
の
第
は
國

司

に
課
し
て
造
營
せ
し
め
た
。
な
ほ
新
に
亘
刹
を
建
立
し
、
ま
た
は
主
人
の
歿
後
そ
の
佳
居
を
改
め
て
寺
院
と
な
す

も
の
も
多
く
、
極
樂

寺

・
法
性
寺

・
法
興
院

・
淨
妙
寺

・
無
量
壽
院
等
甚
だ
多

い
。
こ
と
に
法
成
寺
の
大
伽
藍
は
、
關
白
道
長
が
、
王
事
に
は
怠
る
と
も
此
度

は
力
を
盡
せ
と
諸
國
に
論
し
、
そ

の
工
事
に
從

へ
る
家
司
は
擧
げ
て
國
司
叉
は
檢
非
蓮
使
と
な
し
た
る
が
如
ぎ
公
私
を
混
じ
た
る
驕
慢
の

中

に
完
成
し
た
。
叉
貴
族
等
は
、
好
ん
で
石
山

・
長
谷
に
參
籠
し
、
道
長
は
行
を
盛
に
し
て
、
南
都
七
大
寺
及
び
高
野
山
を
巡
禮
し
、
ま

た
度

々
盛
な
る
經

・
堂
塔
供
養
を
行

つ
た
。
こ
れ
等
に
は
、
い
つ
れ
も
現
實
の
享
樂
を
追
求
し
て
や
ま
ぬ
貴
族
的
な
精
禪
の
内
在
せ
る
を

見

る
の
で
あ
る
o
.

　

三
、
博
識
と
機
智
を
求
む
る
心
-ー

多
岐
を
求
む
る
精
紳
が
、
纖
細
な
る
感
覺
美

へ
と
向
ふ
時
、
そ
こ
に
頽
廢
せ
る
享
樂
的
態
度
の
生

す

る
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
れ
が

一度
び
知
的
な
る
方
面

へ
と
向
ふ
と
、
そ
こ
に
博
識
と
機
智

と
を
徇
ぶ
心
の
生
す
る
の

は
當
然
で
あ
る
。
し
か
る
に
博
識
は
辭
書
知
識
の
雫
面
的
な
羅
列
で
あ
る
。
雜
多
な
る
知
識
は
、
何
等
の
思
索
的
苦
惱
を
經
す
し
て
、
徒

ち

に
枯
死
せ
る
知
識
と
し
て
壘
積
せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
廣
さ
は
あ
る
が
深
さ
は
な
い
。
側

々
と
し
て
人
に
せ
ま
る
晤
示
と

生
命
は
な
い
。
機
智
は

一
時

の
思
ひ
つ
き
で
あ
り
、
理
智
の
淺
薄
な
る
遊
戲
に
す
ぎ
な
い
。
如
何
に
當
意
即
妙
の
言
辭
と
雖
も
、
結
局
は

不
快
な
る
洒
落
に
す
ぎ
す
、
入
聞
精
聯
の
深
奥
か
ら
に
じ
み
出
る
莊
重
毋
聲
と
し
て
聞
く
こ
と
は
出
來
な
い
。
そ
れ
は
、
嘗
辭
の
上
に
泡



、
丶

沫

の
如
く
淌
え
て
行
く
輕
薄
の
姿
で
あ
る
。
博
識
と
機
智
の
榮
ゆ
る
所
に
、
固
定
せ
る
便
利
主
義
を
見
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
輕
薄
な

る
才
人
と
、
耐
交
人
と
の
群
集
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

　

日
本
國
見
在
書
目
録
に
よ
れ
ば
、
當
時
我
が
國
に
將
來
せ
し
支
那
の
書
は
甚
だ
多
い
。
就
中
、
美
交
麗
句
集
と
し
て
隋
唐
に
流
行
し
た

る

「
丈
選
」
は
、
不
易
に
し
て
女
性
的
な
る
詩
文
集

「
白
氏
丈
集
」
と
共
に
、
平
安
朝
貴
族
の
聞
に
愛
誦
せ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
史
記

.

漢
書
等
は
外
國
の
史
書
と
し
て
、
日
本
紀
は
國
史
と
し
て
、
等
し
く
宮
廷
に
流
行
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
等

の
書
は
、
單
に
博
識
と
、
機

智
と
の
材
料
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
深
き
思
索
も
な
く
、
高
き
批
判
も
見
え
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
等
の
中
か
ら
斷
片
的
な
知

識
を
抽
出
し
て
記
憶
し
、
肚
交
上
の
實
用
的
な
用
具
に
供
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

當
時
才
人
は
、
女
流
に
於
て
清
少
納
言
が
あ
る
。
そ
の
枕
草
子
は
、　
一
面
雜
多
な
る
罕
安
朝
的
美
意
識
を
類
聚
し
て
、
古
今
六
帖
に
な

ら
ぴ
、

一
面
博
識
と
機
智
を
示
し
て
、
自
己
の
性
格

の
深
か
ら
ざ
る
を
告
白
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
學
才
の
入
で
は
あ
る
が
決
し
て
藝

術

の
人
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
學
究
的
な
明
澄
は
あ
る
が
、
文
藝
的
な
深
遠
は
な
い
。
明
る
さ
は
あ
る
が
、
ほ
の
か
さ
が
な
い
。
枕
草
子

中
に
見
ゆ
る
彼
の
機
智
頓
才
の
大
部
分
は
、
當
時

の
人

々
の
推
稱
や
ま
ざ
り
し
ほ
ど
の
價
値
を
有
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
は
過
分
に
評

價

せ
ら
れ
た
る
價
値
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
彼
⑳
本
領
と
す
る
所
は
、
そ
の
明
澄
な
る
美
論
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

當
時
第

一
の
賢
者
の
譽
高
か
り
し
齊
信

・
公
任

・
俊
賢

・
行
成
の
所
謂
四
納
言
の
事
蹟
は
、
枕
草
子

・
大
鏡

・
悗
目
抄

.
袋
草
紙

.
+

訓
抄

・
愚
祕
抄

・
西
公
談
抄
等
に
散
見
す
る
が
、
そ
れ
等
が
如
何
に
淺
薄
な
る
才
人
で
あ
つ
た
か
は
想
像
に
難
く
な

い
。
こ
と
に
公
任
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

大
堰
川
に
於
け
惹
所
謂
三
舟
の
才
人
と
し
て
、

一
代
の
賢
名
を
擅
に
し
た
が
、
そ
の
新
撰
髓
腦
に
於
け
る
見
識
は
未
だ
高
し
と
云
ふ
べ
か

ら
す
、
わ
け
て
金
王
集
に
於
け
る
詠
歌
の
風
格
は
全
く
舊
態
の
摸
擬

に
し
て
、
因
循
の
外
は
何
等

の
新
味
を
も
見
出

し
難
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三

爛

熟

の
時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二
五

r

ー
撃ー
…
重

撫
麟
醫
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李

安

時

代

　

　
　
・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
六

彼
は
結
局
驕
慢
な
る
才
人
に
す
ぎ
な
い
。

　

博
識
と
機
智
を
求
む
る
時
代
精
榊
は
、
朝
野
群
載
に
於
け
る
多
様
の
類
聚
、
語
彙
の
類
型
化
に
も
あ
ら
は
れ
、
續
本
朝
文
粹
に
於
け
る

虚
文
浮
辭
の
輕
薄
化
の
中
に
も
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
叉
神
仙
傳

・
績
本
朝
往
生
傳

・
江
談
抄
等
に
於
け
る
が
如
く
、

事
實
談
か
ら
物
語

へ

の
轉
向
の
過
程
に
も
、
博
識
を
希
求
す
る
精
紳
は
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
等
は
撥
刺
た
る
進
路
を
喪
つ
た
固
定
的
文
化
が
、
自
ら

崩
壞

へ
の
過
程
を
辿
り

つ
つ
あ
る
姿
で
あ
る
。
そ

の
聲
徒
ら
に
大
に
し
て
、
持
す
る
所
甚
だ
微
弱
な
る
を
示
す
盧
榮

の
影
で
あ
る
。

　

四
、
新
し
き
情
熱
を
求
む
る
心
ー

前
期
に
お
い
て
見
ら
れ
た
理
想
を
希
求
す
る
精
紳
は
、
こ
の
期
に
至
つ
て
、
新
し
き
情
熱
を
求
む

る
心

へ
と
轉
向
し
た
。
こ
の
精
紳
は
後
撰
集
及
び
家
集
に
於
け
る
曾
禰
好
忠
の
新
鮮
な
る
感
情
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
あ
ら
ゆ
る

因
襲
の
殻
を
破

つ
て
、
純
粹
な
る
感
情
に
生
き
ん
と
す
る
憧
憬
で
あ
る
。

　

こ
の
抒
情
詩
的
感
情
は
、
先
づ
華
や
か
な
る
情
熱

へ
の
希
求
と
し
て
、
和
泉
式
部

の
和
歌
及
び
生
活
に
あ
ら
は
れ
た
。
華
や
か
な
る
感

情

と
は
、
純
粹
な
る
戀
愛
を
求
む
る
感
情
で
あ
る
。
不
合
理
な
る
現
實
生
活
の
中
に
、
純
粹
な
る
戀
愛
を
求
め
ん
と
す
る
積
極
的
精
祚
は
、

紫
式
部
日
記

・
和
泉
式
部
集
及
び
績
集
の
豐
富
な
る
和
歌
と
流
麗
な
る
筆
致
の
中
に
明
暸
に
指
摘
す

る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
彼
の

歌

は
實
感
の
歌
で
あ
る
。
い
つ
は
り
な
き
生
活
の
直
接
的
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
は
題
詠
や
屏
風
の
歌
で
は
な
い
。
和
歌
は
彼
の
生
活
で
あ

り
、
彼
の
生
活
は
ま
た
和
歌
で
も
あ
る
。
奔
放
な
る
情
熱
は
、
そ
の
ま
」
彼
の
生
活
と
な
り
、
そ
し
て
和
歌
と
な
つ
た
。

　
和
泉
式
部
は
、
理
想

の
淨
土
を
、
求
む
べ
か
ら
ざ
る
穢
土
の
中
に
求
め
て
さ
ま
よ
つ
た
美
し
き
巡
禮
で
あ
る
。
可
憐
な
る
こ
の
戀
愛
詩

人
は
、
甲
よ
り
乙

へ
、
乙
よ
り
丙

へ
と
、
轉

々
と
し
て
放
浪
し
た
に
.か
玉
は
ら
す
、
す
べ
て
の
男
性
に
失
望
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
そ

れ
は
か
つ
て
業
李
が
失
望
し
、
小
町
が
失
望
し
た
と
同
じ
理
由
で
あ
つ
た
。
彼
女
が
自
ら
貞
操
を
持
す

る
の
輕
ぎ
は
、
理
想
を
追
ふ
情
感

丶



'

、

の
強
き
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
外
面
的
な
道
念
は
、
彼
女
の
性
行
を
淫
靡
と
謗
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
入
聞
永
遠
の
惱
み
を

率
直
に
惱
み
、
勇
敢
に
告
白
し
た
彼
女

こ
そ
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
、
す
べ
て
の
人

々
に
ょ
つ
て
、
眞
に
愛
せ
ら
れ
、
親
し
ま
る
べ
き
存
在

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

業
亭

・
小
町

・
和
泉
式
部
に
連
る
戀
愛
希
求
の
精
紳
は
、
わ
が
甼
安
朝
時
代
に
於
け
る
浪
曼
的
精
紳
の
先
驅
を
な
す
の
で
あ
る
。
と
い

ふ
よ
り
も
、
浪
曼
的
精
榊
は
戀
愛
を
求
む
る
精
神
の
發
逹
ぜ
し
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
和
泉
式
部
は
わ
が
國
丈

學
史
上
に
於
て
、
最
も
重
要
な
る
地
位
に
立
つ
存
在
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

戀
愛
を
求
む
る
火
の
如
き
精
紳
は
、
次
第
に
静
か
な
る
情
熱

へ
と
推
移
し
た
。
こ
れ
は
和
泉
式
部
自
身
に
於
て
も
體
驗
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
母
ら
し
き
心
一

母
性
の
愛

へ
の
轉
向
で
あ
る
。
和
泉
式
部
が
、
わ
が
子
小
式
部
を
愛
し
て
止
ま
な
か
つ
た
純
粹
な
る
感
情
は
、
正

績
式
部
集
中
に
あ
ふ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
母
ら
し
き
愛
は
、
赤
染
衞
門
に
も
隊
鰈
衞
成
尋
阿
闍
梨
母
に
も
皴
購
鰤
闍
紫
式
部

に
も
縢
諷
部
菅
原
孝
標

女

に
も
鞭
級
日
體
驗
せ
ら
れ
た
清
く
美
し
い
人
間
的
感
情
で
あ
る
。
母
性
の
愛
は
」
戀
愛
か
ら
人
間
愛

へ
と
向
ふ
縞
神

の
當
然
逢
着
す

べ
き

も

の
、
源
氏
物
語

の
中
に
も
、
明
石
上
と
姫
君
、
六
條
御
息
所
と
姫
君
、
髭
黒
北
の
方
と
そ
の
子
息
逹
、
女
三
の
宮

と
そ
の
若
君
等
の
間

に
結
ば
れ
た
純
情
は
人
を
動
か
す
も
の
が
あ
る
。
な
ほ
こ
の
心
は
狹
衣

・
濱
松
中
納
言

・
ね
ざ
め
等
に
も
あ
ら
は
れ
た
。

　

戀
愛
か
ら
、
母
性
愛

へ
と
う
つ
る
感
情
の
前

に
は
、
自
己
の
姿
を
し
み
じ
み
と
み
つ
め
る
加
茂
保
憲
女
の
や
う
な

、
さ
び
し
い
う
た
人

も
出
た
が
、
そ
れ
等
も
、
ま
た
新
し
い
文
學
史
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
入
聞
愛
の
大
い
な
る
精
紳
は
、
紫
式
部
に
よ
つ
て
、
そ

の
日
記
及
び
源
氏
物
語
の
中
に
明
確
に
あ
ら
は
さ
れ
た
。

　

純
粹
な
る
戀
愛
を
外
に
求
め
る
心
鳳
、
次
第
に
内
に
深
ま
り
、
自
己
の
體
驗
と
反
省
の
中
に
潜
り
入
つ
て
、
途

に
母
性
愛
に
到
着
し
た
。

　
　
　
　
　
　
三

爛

熟

の
時

代
,　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

二
七
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不
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安
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代
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二
八

そ

の
母
性
愛
を
更
に
掘
り
下
げ
、

一
暦
奥
に
あ
る
普
遍
的
な
存
在

へ
と
向

ふ
時
に
、
入
聞
愛
に
逹
す
る
は
、
き
は
め
て
自
然
な
道
す
ぢ
で

あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
經
驗
の
彼
方
に
沈
潜
し
、
現
實
の
か
げ
に
思
索
す
る
魂
が
準
備
せ
ら
れ
る
を
要
す
る
。
物
象
の
表
皮
を
走

る
輕
薄
な
心
、
肚
交
の
機
智
に
濁
さ
れ
た
卑
俗
な
心
は
、
た
う
て
い
こ
の
形
而
上
の
世
界
に
向
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
紫
式
部
の
最
後
に

見
出
し
た
も
の
は
、
戀
愛
で
も
な
く
、
母
性
愛
で
も
な
く
、
實
に
そ
れ
等
の

一
暦
奥
に
ひ
そ
む
人
間
的
な
る
心
で
あ
り
、
そ
の
心

へ
の
寂

し
き
、
し
か
し
て
、
熱
烈
な
る
愛
で
あ
る
。
　
　

●　
　
　
・
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

、　

,

　
紫
式
部

の
眼
は
、
外
面
的
な
粉
飾
や
眩
惑
を

こ
え
て
、
常
に
そ
の
内
面
な
る

「
心
ば

へ
」

へ
と
向
つ
て
ゐ
た
。
,
「
心
ば

へ
」
こ
そ
は
、

一
つ

一
つ
の
個
性
の
奥
に
宿
る
純
粹
な
る
人
間
精
紳
を
宿
す
姿
で
あ
る
。
紫
式
部
は
、
襲
の
色
、
衣
紋
の
形
の
彼
方

に
、
高
き
「
心
ば

へ
」

を
眺
め
た
。
式
部
は
、
か
く
あ
る
べ
き
筈
の
幻
想
を
自
己
の
内
面
に
ゑ
が
い
て
、
所
謂

「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
世
界
を
そ
の
中
に
見
出
し

た
。　
「
も
の
の
あ
は
れ
」
は
、
先
驗
的
な
性
質
で
あ
る
所
の
心
の
奥

の
何
物
か
が
、
い
み
℃
き
調
和
と
統

一
と
に
於
て
、
.客
觀
的
な
形
態

を
も
つ
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
感
性
と
理
性
と
の
完
全
な
る
調
和
と
云
ふ
こ
と
も
出
來
よ
う
。
か
く
て
、
「
も
の
の
あ
は
れ
」

の
主
體
は

「
心
ば

へ
」

で
あ
り
、
人
聞
性
の
自
律
的
性
質
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
考
を
日
記
の
中
に
語
り
、
こ
の
考
を
も
つ
て
源
氏
五
+

四
帖
を
あ
ち
は
し
た
。

　
源
氏
物
語
は
、
上
述
の
意
味
に
於
て
、
か
く
あ
る
世
界
の
描
寫
で
は
な
い
。
か
く
あ
る
べ
き
筈
の
世
界
の
表
現
で
あ
る
。
作
者
は
日
本

紀
を
熟
讀
せ
る
な
る
べ
し
と
評
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
世
界
は
、
單
に
塞
想
の
世
界
で
は
な
い
。
生
け
る
が
如
き
運
命
の

一
大
耽
會
小
説
で
あ
る
。
榮
華
物
語
は
御
堂
…關
白
時
代
の
寫
實
で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
は
、
紫
式
部
の
高
き
幻
想
か
ら
ゑ
が
き
出
さ
れ
た

塞
想
的
な
る
ー
…
し
か
も
室
想
に
あ
ら
ざ
る
…
1
よ
り
必
然
的
な
る
ー
ー
-御
堂
關
白
時
代
の
表
現
で
あ
る
。
多
く
の
人

々
が
、
こ
の
物
語

φ
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に
於
て
生
れ
、
生
き
、
そ
し
て
死
ん
だ
。
戀
を
得
、
戀
を
ゆ
づ
り
、
希
望
を
喪
ひ
、
又
希
望
を
得
、
悲
し
み
、
怒
り
、
笑
つ
て
流
轉
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大

い
な
る
杜
會

の
う
ね
り
、
生
と
死
と
を
貫
く
偉
大
な
る
人
の
子
の
運
命
が
、
こ
の
物
語
五
十
四
帖
の
中
に
、
驚
く

べ
き
魅
力
を
も

つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
夕
顏

・
末
摘
花

・
源
典
侍

・
朧
月
夜
内
侍

・
六
條
御
息
所

・
明
石
上

・
玉
鬘

。
夕
霧

・
雲
井
雁

.
女
三
宮

・
柏
木
.

　
　
　
　
　
　
　
　
落
葉
宮

・
淨
舟

・
匂
宮
…
…
こ
れ
等
の
人
々
は
、
か

つ
て
こ
の
世
の
驛
路
に
於
て
、
吾
等
の
相
見
た
人

々
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
吾
等
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
小
詮

の
中
に
、
多
種
多
様
の
入
と
人
生
と
を
見
た
。
し
か
も
、
そ
れ
等
は
、
あ
る
べ
き
筈

の
、
叉
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
人
と
人
生
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
あ

つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
氏
物
語
に
は
古
典
主
義
的
な
端
麗
が
あ
る
。
玉
の
如
き
感
情
の
洗
練
が
あ
る
。
そ
れ
は
奔
放
や
激
越
で
は
な
い
。
後
代
の
物
語
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
こ
の
物
語
の
感
化
を
受
け
た
が
ち
、
全
く
形
骸
の
模
倣
に
走

つ
て
、
眞
の
精
紳
を
喪
失
し
た
。
狹
衣

・
榮
華

・
濱
松

.
ね
ざ
め
等
、

　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
然
ら
ざ
る
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
等
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
項
を
か

へ
て
考
.へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
華
美
に
流
る
る
心
-

享
樂
に
向
ふ
精
紳
は
、
衣
食
住
に
亙
つ
て
、
感
覺
的
な
美

へ
の
陶
醉

。
恍
惚
と
な
り
、
す
こ
ぶ
る
生
活
を

　
　
　
　
　
　
　
　
華
美
に
導
い
た
。

こ
の
華
美
に
向
ふ
時
代
精
神

の
根
本
に
は
、
淨
土
歉
の
流
行
が
著
し
く
影
響
し
て
ゐ
た
こ
と
は
考

へ
ら
れ
易
い
。
道
長

　
　
　
　
　
　
　
　

の
建
立
し
た
法
成
寺
の
金
堂
供
養
が
如
何
に
盛
大
で
あ
つ
た
か
は
、
金
堂
供
養
記

に
よ
つ
て
知
る
事
が
出
來
る
が
、
そ
の
時
は
、
後

一
條

　
　
　
　
　
　
　
　
天
皇
を
蛤
め
と
し
、
皇
太
后

・
中
宮

・
東
宮
の
行
幸
啓
が
あ
つ
て
、
絢
爛
…目
を
奪
ふ
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
そ
の
内
部

の
結
構
に
至
つ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

更
に
善
美
眩
燿
の
限
り
を
・盡
し
、
内
部
の
用
材
は
紫
檀
の
名
木
、
こ
れ
に
は
寶
玉
を
鏤
め
、
蒔
繪

・
螺
鈿
を
施
し
、
壁
面
に
は
金
胎
曼
荼

　
　
　
　
　
　
　
　

羅

亀
釋
迦
八
相

の
圖
を
ゑ
が
き
、
中
央

の
佛
壇
に
は
當
代
の
名
匠
定
朝
の
作
に
か
か
る
大
日
如
來
像
を
安
置
し
、
そ
の
左
右
に
は
、
釋
迦
.

　
　
　
　
　
　
　
　
藥

師

・
文
殊

・
彌
勒

の
像
を
布
置
し
て
、
そ
れ
等

の
蓮
座
の
裝
飾
は
輝
く
ば
か
り
華
麗
を
極
め
た
。
な
ほ
金
堂
を
め
ぐ
る
東
西
南
北
に
は
、
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夲
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代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

-
　

　

　

　
三
〇

五
大
堂

・
阿
彌
陀
堂

冷
釋
迦
堂

?
文
殊
堂

・
千
手
堂

・
戒
壇
堂

・
法
華
堂

・
大
塔
等
の
堂
塔

・
鐘
樓

・
經
藏

・
僣
房

・
浴
室
、
い
つ
れ
も

完
備
整
頓
し
、
御
堂
關
白
の
榮
華
の
す
べ
て
は
、
こ
」
に
集
中
す
る
か
と
思
は
れ
た
。　

.　
　
　
　
　
　
　

・

　

か
く
の
如
き
榮
華
を
支

へ
た
豐
富
な
る
財
力
は
、
■多
く
國
費
を
も
つ
て
之
に
あ
て
、
或
は
御
莊

・
御
牧
等
の
莊
園

の
物
資
を
あ
つ
め
、

、私
民
奴
婢
を
使
役
し
て
利
を
占
め
た
恋
の
で
あ
る
。
藤
原
氏
の
莊
園
は
、
年
と
共
に
増
加
し
、
朝
廷
に
傚
ひ
て
政
所
と
い
ふ
も
の
を
設
け
、

家

の
別
當

ゆ
家
令
な
ど
稱
す
る
家
司
は
当
莊
園
に
對
し
て
蓮
署
し
た
る
御
轂
書
を
下
し
、
朝
廷
の
官
入
を
使
役
し
て
家
務
を
執
ら
し
む
る

に
至
つ
た
。
藤
原
氏
の
財
政
は
か
く
し
て
豐
富
を
極
め
、
唐
物
使
を
筑
紫
の
博
多
に
遣
は
し
、
「支
那
の
商
船
よ
り
香
藥

・
帛

・
布
・名
器
◎

禽
獸
等
の
珍
奇
な
る
を
買
ぴ
求
め
、
綺
羅
を
飾
り
風
流
の
限
り
を
盡
し
た
。
實
に
難
波

・
太
宰
府
に
設
け
ら
れ
た
る
鴻
臚
館
は
、
か
か
る

異
國
的
な
ゐ
獵
奇
と
奢
侈
と
の
迷
宮
で
あ
る
か
に
思
は
れ
た
。

　

華
美
を
求
む
る
精
紳
は
、
享
樂
に
走
る
精
紳
と
相
並
ん
で
、
御
堂
…關
白
時
代
の
最
も
主
要
な
る
祗
會
精
紳
で
あ
る
。

こ
の
精
紳
は
、
淨

土
敏
的
信
仰
に
彩
ら
れ
た
る
文
學

.
建
築

.
彫
刻

。
繪
…賚

.
工
藝

.
草
假
名
等
に
も
顯
現
し
た
。
嫋

々
と
し
て
絶
ゆ

る
が
如
く
絶
え
ざ
る

が
如
き
纎
細
流
麗
の
丈
鶻
は
、
源
氏
物
語
を
中
心
と
す
る
物
語

・
女
流
日
記
等
に
共
通
す
る
文
體
で
あ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
る
情
緒
は
、

ま

こ
と
に
闌
け
行
く
春
の
惱
ま
し
さ
で
も
あ
る
。
暮
れ
行
く
夕
塞
の
寂
し
さ
で
も
あ
る
。
眞
に
華
麗
と
哀
愁
と
は
.
當
時
の
文
學
の
重
要

な

る
特
質
で
あ
つ
た
。
す
べ
て
は
干
面
的

・
繪
霊
的
な
る
靜
止
美
に
し
て
、
立
體
的

・
彫
刻
的
な
る
強
き
力
に
み
ち
た
る
美
は
見
ら
れ
な

か

つ
た
。
物
語
は
、
そ
れ
故
に
流
麗
な
る
交
字
に
ょ
つ
て
書
き
綴
ら
れ
た
る
繪
卷
物
と
も
云

へ
よ
う
。
拾
遺
集
を
中
心
と
す
る
も
ろ
も
ろ

・

の
私
家
集
は
、
こ
の
繪
書
的
な
る
巧
緻
、
纖
細
、
新
奇
、
華
麗
を
、
短
歌

の
形
式
に
よ
つ
て
表
現
し
た
も
の
と
も
云

へ
る
。
扶
桑
集

・
本

朝
麗
藻
等
に
於
け
る
詩
形
及
び
詩
想
の
優
麗
、
具
平
親
王

・
大
江
匡
房

・
慶
滋
保
胤
等
の
詩
文
に
於
け
る
豐
艶
等
.

い
つ
れ
も
こ
の
時
代



精
神

の

一
面
を
示
現
す

る
。
の
み
な
ら
す
、
御
堂
關
白
時
代
そ
の
も
の
が
、
已
に

一
箇
の
美
し
き
繪
卷
で
も
あ
り
、
か
つ
曼
茶
羅
で
も
あ

つ
た
。

　
豐
麗
な
繪
畫

的
精
紳
は
、
宇
治
夲
等
院
の
建
築
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
雫
等
院
は
も
と
河
原
左
大
臣
融
の
別
業
で
あ
つ
た
が
、
後
道
長

の
領
す
る
所
と
な
り
、
永
承
七
年
そ
の
子
頼
通
之
を
寺
と
な
し
、
李
等
院
と
號
し
て
法
華
三
昧
を
修
せ
し
め
た
。
當
時
の
建
築
は
、
阿
彌

陀
堂

・
經
堂

・
金
堂

・
三
重
塔

・
講
堂

・
鐘
褸

・
東
法
華
堂

・
西
法
華
堂

・
五
大
堂
そ
の
他

の
堂
塔
か
ら
成
つ
た
が
、
今
は
當
代
の
遺
物

と
し
て
わ
つ
か
に
阿
彌
陀
堂
帥
ち
鳳
凰
堂
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
佛
殿
の
構
造
は
鳳
凰
を
象
り
、
左
右
の
高
樓
囘
廊
を
兩
翼
と

し
、
背
面
の
廊
を
尾
と
し
、
宇
治
川
の
清
流
を
隔
て
て
朝
日
山
に
對
し
、
宛
然

一
箇

の
優
艶
な
る
繪
霊
と
し
て
の
表

現
を
有
す
る
。
殊
に

大
棟
の
兩
端

の
雌
雄
の
鳳
凰
は
風
に
隨
つ
て
舞
ひ
、
結
構
は
調
和
正
し
く
、
整
然
た
る
繪
靄
の
特
徴
を
現
は
す
。
叉
丹
塗
の
外
柱
及
び
壁
、

透
彫
唐
草
模
様

の
金
其
を
附
し
た
垂
木

・
尾
垂
木
、
寶
相
花
及
び
菩
薩
像
を
彩
色
に
て
描
き
た
る
内
柱
、
淨
土
曼
荼

羅

・
九
品
淨
土
を
描

き
た
る
内
壁
、
菩
薩
天
入
山
水
を
描
き
た
る
扉
、
い
つ
れ
も
絢
爛
華
麗

の
限
り
を
つ
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
當
代
建
築
と
し
て
殘
存
す
る
法
隆
寺
大
講
堂

・
淨
瑠
璃
寺

∴
于
治
上
帥
瓧
等
に
於
け
る
自
然
と
の
美
し
き
調
和
隔
典
雅
な
る

曲
線
、
幽
玄
な
る
明
る
さ
等
は
、
い
つ
れ
も
、
當
代
の
時
代
精
紳
を
現
は
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
叉
當
代
に
於
て
最
も
完
成
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

た
寢
殿
造
り
は
、
屋
根
の
勾
配
の
ゆ
る
や
か
さ
、
檜
皮
葺
の
輕
快
さ
、
す

こ
ぶ
る
明
朗
瀟
酒
の
表
現
を
有
す
る
。

　
名
工
佛
師
定
朝
は
、
禁
裏
の
御
持
佛
、
再
建
興
輻
寺
の
金
堂
そ
の
他

に
佛
像
、
鳳
凰
堂
本
尊
を
刻
ん
だ
が
、
そ

の
門
に
出
で
た
る
覺
助
、

長
勢
等
は
、
い
つ
れ
も

一
世
の
名
匠
と
稱
せ
ら
れ
た
。
鳳
凰
堂
の
本
霹
は
定
朝
作
と
傳

へ
ら
れ
、
淨
瑠
璃
寺
本
尊
と
共
に
丈
六
の
座
像
で

あ
る
が
、
優
美
豊
艶

の
面
貌
を
有
し
、
か
つ
流
暢
親
し
む
べ
き
衣
文
を
有
す
る
。
峯
定
寺
及
び
淨
瑠
璃
寺
の
吉
群
天
像
は
、
艶
妖
雅
麗
に
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三
二

し
て
、
そ
の
曲
線
は
き
は
め
て
柔
か
で
あ
る
。
法
隆
寺
金
堂
の
毘
沙
門
天
像

・
吉
鮮
天
像
は
、
優
麗
の
中
に
も
纖
細
が
あ
る
。
當
代
の
彫

刻
に
は
、
阿
彌
陀
像
が
多
く
、
そ
の
表
現
は
圓
滿
優
美
、
多
く
華
麗
な
彩
色
、
燦
爛
た
る
金
箔
が
施
さ
れ
、
光
背
蓮
座
竜
織
細
華
麗
な
る

彫
刻

・
色
彩
に
よ
つ
て
裝
飾
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
等
は
、
い
つ
れ
も
淨
土
宗
的
傾
向
に
よ
つ
て
彩
ら
れ
た
る
御
堂
關
白
時
代
の
文
學
的
精
紳

F

の

一
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
繪
霞
的
な
る
道
長
時
代
の
文
化

の
特
質
は
、
最
も
よ
く
繪
畫
そ
の
も
の
の
中
に
表
現
せ
ら
勉
た
。
彌
陀
尊
像

・
諸
佛
來
迎
鬪
の
多
い
の

は
心
勿
論
淨
土
轂
の
影
響
で
あ
る
。
亘
勢
金
岡
の
子
公
忠
以
下
繪
所
長
者
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
所
謂
互
勢
派
の
觀
念
論
的
書
風
が
大
い

に
興
る
に
至
ケ
、
同
じ
く
繪
所
長
者
と
な
つ
た
托
摩
爲
成
も
、
亦
鳳
凰
堂
の
扉

の
繪
を
か
い
た
と
傅

へ
ら
れ
る
。
現
存
せ
る
繪
書
の
中
、

最
も
注
目
す

べ
き
は
、
高
野
山

の
彌
陀
二
+
五
菩
薩
來
迎
の
圖
で
あ
る
。
惠
心
僧
都
の
作
と
稱
せ
ら
れ
、
規
模
雄
大
、
姿
熊
優
艶
、
面
相

柔
和
、
し
か
も
内
に
犯
し
難
き
森
嚴
の
氣
を
藏
し
、
當
代
の
精
紳
を
最
も
よ
く
あ
ら
は
す
。
叉
鳳
凰
堂
の
扉
の
内
外
、
左
右
の
壁
面
な
る

九
品
彌
陀
來
迎
圖
、
本
尊
の
背
後
な
る
淨
土
曼
荼
羅
、
い
つ
れ
も
爲
成
の
筆

と
稱
せ
ら
れ
、
絢
爛

・
華
麗

の
大
作
で
あ
る
。

　
御
堂
關
白
時
代
の
精
神
は
、
工
藝
美
術
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
鳳
凰
堂
の
扉

の
金
具

・
棟
の
銅
鳳

・
天
蓋
の
螺
鈿

・
金
剛
峯
寺
な
る
經

唐
櫃
の
蒔
繪

・
螺
鈿

・
金
具
等
、
い
つ
れ
も
優
美
、
華
麗
を
ぎ
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
又
道
長
自
筆
に
か
か
る
日
記
中
の
草
椴
名
、
傳
公

任
十
五
番
歌
合

の
書
風
に
見
え
る
優
麗
と
變
化
と
は
、
秋
萩
帖
の
如
き
も
の
か
ら
、
更
に
進
ん
だ
手
法
の
圓
熟
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
六
、
幻
妖
に
向
ふ
心
ー

現
實
生
活
の
矛
盾
と
不
合
理
と
か
ら
の
解
放
を
希
求
す
る
精
紳
は
、
(
一
)新
し
き
情
數
…
へ
の
憧
慢
と
な
レ
、

こ
玉
に
戀
愛
か
ら
母
性
愛

へ
、
母
性
愛
か
ら
更
に
人
聞
愛

へ
と
深
ま
り
行
く

一
系
列
を
な
し
た
。
多
く
の
抒
情
詩
集

・
日
記

・
物
語
等
が

こ
の
列
の
中
に
生
み
出
さ
れ
た
。
同
様

の
精
紳
は
、
次
に
(
二
)
新
し
き
生
活

へ
の
思
慕
と
な
り
、
こ
の
世
な
が
ら
の
淨
土
た
る
理
想
の
世



〆戸

μ

界
が
追
求
せ
ら
れ
、
つ
ひ
に
そ
の
樂
園
ぼ
後
宮
生
活
に
於
て
見
出
さ
れ
た
。
後
宮
は
、
女
性
を
中
心
と
す
る
藤
原
氏
の
政
策
の
生
み
出
し

た
美
し
き
し
か
し
て
力
強
き
存
在
で
あ
る
。
藤
原
氏
の
主
要
な
る
政
策
は
、
こ
の
後
宮
の
確
立
及
び
充
實
に
あ
つ
た

と
い
つ
て
も
よ
い
。

　
　
　
!

從

つ
て
後
宮
に
は
,
名
門
に
出
で
、
容
色
に
惠
ま
れ
、
才
學
に
秀
で
た
る
女
性
が
、
そ
の
う
る
は
し
き
主
と
し
て
迎

へ
ら
れ
た
。　
「
一
に

は
御
手
を
習
ひ
給

へ
。
次
に
は
き
ん
の
御
琴
を
、
入
よ
り
こ
と
に
彈
き
ま
さ
ら
む
と
お
ぼ
せ
、
さ
て
は
古
今
の
歌
二
十
卷
を
、
み
な
う
か

、

べ
さ
せ
給
ふ
を
、
御
學
問
に
は
せ
さ
せ
給

へ
」
と
い
ふ
が
如
き
、
特
殊
の
敏
養
を
受
け
た
の
は
、
宣
耀
殿
の
女
御
だ
け
で
は
な
い
。
博
識

と
機
智
と
は
、
後
宮
に
於
け
る
第

一
義
的
な
條
件
で
あ
る
。
も
し
後
宮
對
立
し
て
、
五
に
天
子
の
寵
を
爭
ふ
が
如
き
場
合
に
は
、
各
々
す

ぐ
れ
た
る
才
女
を
自
己
の
門
に
招
致
し
て
對
抗
す

べ
き
は
當
然

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
」
に
於
て
後
宮
出
仕
の
道
は
開

け
る
。

　

清
少
納
言
が

「
千
歳
も
あ
ら
ま
ぼ
し
ぎ
御
あ
り
さ
ま
な
る
や
」
と
云
ぴ
、
叉

「
九
晶
蓮
臺
の
聞
に
は
下
品
と
い
ふ
と
も
し
と
嘆
じ
た
る

皇

后
定
子
の
御
樣
、
「
か
が
や
く
藤
壷
」
と
よ
ば
れ
、
「
う
き
世
の
な
ぐ
さ
め
に
は
、
か
か
る
お
前
を
こ
そ
尋
ね
ま
ゐ
る
べ
か
り
け
れ
」
と
紫

式

部
に
よ
つ
て
述
懷
さ
れ
た
中
宮
彰
子
の
御
樣
は
、
「
美
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
善
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
後
宮
こ
そ
、
こ
の
世
に
殘
さ
れ

た
唯

一
つ
の
淨
土
で
あ
る
。
そ
こ
は
可
能
的
世
界
中
、
最
も
美
し
く
そ
し
て
純
粹
な
る
理
想
の
世
界
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
幾
多
の
詩
的
憧

憬
は
、
期
せ
す
し
て
こ
の
後
宮
に
向
つ
て
集
中
せ
ら
れ
た
。
例

へ
ば
、
戀
愛
に
失
望
し
た
る
和
泉
式
部
、
結
婚
生
活

に
破
れ
た
る
紫
式
部

等

は
、
そ
の
現
實
的
な
る
堪

へ
が
た
き
惱
み
を
、
こ
の
世
な
が
ら
の
淨
土
た
る
後
宮
に
於
て
慰
め
ん
と
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

し
、
事
實
は
決
し
て
さ
う
で
な
く
、
後
宮
も
結
局
は
遠
く
か
ら
見
ら
れ
た
美
の
世
界
で
あ
つ
た
。
こ
の
世
な
が
ら
の
醜
惡
な
る
現
實
、
機

械
の
如
き
不
活
撥
な
る
年
中
行
事
、
隱
險
な
る
政
爭
、
不
純
な
る
戀
愛
は
、
や
は
り
後
宮
に
於
て
も
同
様
に
存
在
し
た
。

　

か
く
て
現
實
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
失
望
し
た
寂
し
き
個
性
の
進
む
べ
き
道
は
、
た
だ
ひ
と
り
塞
想
の
世
界
の
み
で
あ
る
。
た
だ
室

　
　
　
　
　
　
三

爛

熟
、
の
矇

代
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議.

w
饗
爆

塚
陶
嵎属
銀罅

ドぎ

〆

噂

　

　

　

　

　

　

亭

安

時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
附

　

　

　

-

想

の
世

界

の
み

が

、
迷

へ
る
魂

を

救

ひ

、
安

ら
け

ぎ
夢

を

與

へ
る

で
あ

ら

う

。
.
こ

』
に
於

て

.
理

想

を

筌
想

の
中

に
見
出

さ

ん
と

す

る
精

紳

が
.

再

び

薪

し

い
、

し
か

し

で
根

張

い
力
を

も

つ
て
後

宮

女

性

に
誕

生

し
た

。

こ

の
浪

曼

的
精

紳

は

多

く

の
物

語

・
繪
…卷

.
繪
日

記

等

ぺ

の
耽

溺

、

創

作

へ
の
積

極

的

な

關

心

の
原

因

と
な

つ
た

。

多

く

の
散

佚
物

語

は

、

恐

ら

く

こ
の
時

代

に
出

で

て
、

愛

讀

せ

ら

れ
た

も

の

.で
あ

ら

う

。
「
繪
に

か

き

た

る

」
「
物

語

に

見

え
た

る
」

等

の
言
葉

は

、
紫

式

部

に
よ

つ

て
、

屡

々
用

ゐ

ら

れ
た

が
、

こ
れ

等

の
物

語

的

.

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

へ　
　も　
ヘ
　
ヘ　
　へ　
　も　
　
　
　ヘ
　
　ヘ
　
へ
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ヘ　
ヘ
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　ヘ　
へ

繪

盡

的

な

る
概

念

は
、

こ

の
世

な

ら

ぬ

・
蹇

熱
的

な

る

の
意

味

で

あ

る
。

乏

同

時

に
、

理

想
的

な

る

・
純

粹

な

る

、.
美

的

な

る

の
意

味

で

.も
あ

る
。
か
く
し
て
、
御
堂
關
白
時
代
の

「美
」
は
、
著
し
く
寫
實
か
ら
離
れ
て
、
幻
想
爵

つ
た
。　
「
も
の
の
姫
君
」
ど
い
ふ
の
は
、

理
想

化

せ
ら

れ

た

る
、

美

の
世

界

に

於

け

る
姫

君

の
意

で

あ

る
。

而
し

て

、
「
も

の
」
は
、

も

の

の
あ

は

れ

・
も

の

の
け

・
も

の
悲

し

等

無

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

談

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

へ　　も　　も　　も　　へ　　も

數

の
言

葉

を

生

み
出

す

基

本

觀

念

で
あ

つ

て
、
超

經

驗

的
實

在

を

示
す

。

も

の
の
あ

は

れ
は

、

か

か

る
超

經

驗

的
精

紳

が

、

客
觀

的

な

形

ド
態
.の

上

に
顯

現

し

た

る
主

觀

的

性

質

を

さ
す

の

で
あ

つ

て
、
形

容

詞

「
を

か

し

し
、
名

詞

「
心

ば

へ
」

と

ほ

ぼ

同

じ
も

の

で
あ

る

が

、
た

だ

　

「
心

ば

へ
」

は

、
人

聞

に
關

す

る
場

合

に
特

に

限

ら

れ

る

に
す

ぎ

な

い
。
紫

式

部

は

、

日
記

に
於

て

「
心

ば

へ
」

を

見

つ
め

、

源

氏
物

語

に
於

て

、
「
も

の

の
あ

は

れ

」
を

ゑ

が

い
た

。

從

つ
て

彼

女

の
丈

學

觀

は

、
著

し
く

先

驗

主

義

的

で
あ

り

、

觀

念

論

的

で
も

あ

る
。

　

紫

式

部

に

於

て
は

、
「
も

の
」
の
主

體

及

び
性

質

が
如

何

た

る

も

の
で

あ

る

か
は

、

明
暸

に
規

定

ざ

れ

な

か
つ

た

。

た

だ

そ

れ

が

人
間

精

紳

の
深

奥

に

ぴ

そ
む

あ

る
紳

祕

な

る
性
質

で

あ

る

こ
と

だ

け

は

、
漠

然

と

考

へ
ら

れ

て
ゐ
た

や

う

で
あ

る

。

け

れ

ど

も
、

彼

女

は
哲

學

者

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ヘ　　ヘ
　　ヘ　
　ヘ　　
　　　ヘ　
　へ

で

ば

な

い
。

從

つ
て

理
性

の
自

律

性

を

思

索
す

る
深

さ
は

も

た

な

か

つ
た

。

源

氏

物
講

に
於

て

は

、
「
も

の
」
が

↓
種

の

ほ

の
か

さ

・
か

す

　

も　　へ

け

さ

に

於

て

あ

ら

は

れ

て
ゐ

る
。

そ

こ
に

は
象

徴

主

義

の
初

期

に
見

る

や

う

な
漠

然

た

る
情

調

と
氣

分

と

が

、
蒼

ぎ
夕

靄

の
如

く
あ

る
か

な

き
か

に
遙

曳

し

て
ゐ

る

の
み

で
あ

る
。

半

安

朝

的

な

幽

玄

の
精

紳

を

、

我

等

は

こ

製
に
見

る

の

で
あ

る
。
.

汐



源
氏
物
語
に
「於
け
る
,「
も
の
」
の
觀
念
は
、
科
學
的
な
判
斷
と
.
哲
黌

な
峯

と
姦

ぐ
人

々
に
よ
つ
て
は
・
正
し

く
批
判
さ
れ
る

こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
加
ふ
る
に
、

密
轂
的
咒
術
は
、
陰
陽
的
信
仰
と
結
合
し
て
、
幾
多
の
纖
細
怯
儒
な
る
迷
信

を
生
み
出
し
・

つ

び

に
そ
れ
等
の
民
闇
信
仰
に
導
か
れ

「
も
の
」
の
解
釋
は
漸
次
人
間
的
存
在
か
ら
離
れ
て
、
超
自
然
的
勢
力

へ
と
移
動
し
た
・
帥
ち
・「
も

の
」
は
、
入
聞
精
聯
の
内
面
に
存
在
す
る
榊
祕
的
性
質
で
は
な
ぐ
て
、
自
然
の
彼
方
に
あ
つ
て
、
人
闇
の
邇
命
を
支
配
す
る
意
志

ー

神

佛

.
妖
怪

.
死
靈

。
生
靈
等
高

樣
に
解
ぜ
ら
れ
、
,
つ
ぴ
に
所
謂

「
も
の
の
け
」
と
同
意
義
と
せ
ら
る
る
ま
で
に
至

つ
た
・
こ
之

・
奇

"怪

不
可
思
議
な
る
迷
信
を
し
て
釜

々
多
岐
な
ら
し
め
、
更
に
進
ん
で
幻
妖
の
文
學
を
新
し
く
生
み
出
す
理
由
が
開
け

る
の
で
あ
る
・

　

源
氏
物
語
に
於
て
も
、
紳
祕
的
な
る
怪
異
が
物
語
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
か
つ
た
。
例

へ
ば
夕
顏

・
葵
の
上
の
死
、
六
條
御
息
所
の
衣
に

、染
み
か

へ
る
護
摩
の
香
、
暴
風
雨
の
夜
朱
雀
院
の
見
ら
れ
た
幕

の
夢
、
朝
顏
卷
で
源
氏
の
見
た
薄
雲
女
院
の
夢
、
淨
舟
の
宇
治
川
に
投

身
す

る
前
に
見
た
幻
の
美
男
等
が
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
源
氏
に
在

つ
て
は
、
そ
れ
等
は
漠
然
た
る

一
種
の
情
調
・
叉
欧
物
語
の
全

鶻

を
彩
ゑ

種
の
氣
分
と
し
て
、
き
は
め
て
必
然
的
な
震

を
も
つ
て
禁

れ
た
。
わ
れ
鑑

、
源
氏
物
語
に
於
け
る
怪
異
の
中
に
・
目

立

つ
ほ
ど
の
不
A
・理
や
矛
盾
を
感
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
か

へ
つ
て
、
そ
れ
筆

、
き
は
ぬ
て
自
然
に
・
し
か
も
功
果
的
袰

現
さ
れ
て

ゐ
る
ご
ど
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
源
氏
物
語
の
怪
異
は
、
情
調
や
幻
想
か
ら
導
か
れ
た
必
然
性
を
有
す
る
の
で
あ
る
・

し
か
.。
に
、
源
氏
以
後
の
物
語
に
な
る
と
、
.氣
分
的
な
情
調
よ
り
も
、
筋
の
變
化
多
攣

目
的

と
し
た
卑
俗
な
要
求
か
ら
・
種
々
な
る

怪
異
が
物
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
菰
狹
衣
物
語
に
於
て
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
、
紫
雲
に
乘
つ
て
虚
塞
か
ら
下
か
て
ぎ
た

天
稚
禦

の
幻
影
、
大
漿

齋
院
を
訪
れ
て
琴
を
彈
く
時
、
、鳴
動
三
度
び
、
異
香
を
薫
ぜ
し
め
森

殿
、
.そ
の
他
、
天
照
轟

●、加
蕘

剪

み
告
、
並
・鑾

、薩

飛
鼻

の
君
の
幽
靈

の
,出
現
等
は
、
何
等
の
舗

を
拌
ぼ
な
い
筋
の
去

怪
奇
に
す
ぎ
な

い
・
わ
ざ
と
ら
し
い

　
　
　
　
　

三
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熟
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蕾

、

夢　

躯
、

∵

　

∴

,
,ー

噸

囓

遇
..、　

　

,ー
頑
凋

ー

.

弋

多
　
　
、

萋
ー

,
霪
ー

,、ー

ー
ー

、
ー

ー

;

,蘿

幽

翻

覊

　
　
　
　
.　
　
　
紺十
　
　小女
　
　・時
　
　代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
六

も
の
は
あ

つ
て
も
噂
源
氏
物
語
に
於
け
る
が
如
き
深
刻
な
魅
力
は
全
く
な
い
。
狹
衣
に
於
け
る
筋
の
複
雜
叉
は
多
樣
性
は
、
固
定
せ
る
丈

　
　
　
　
　
　
　
　

み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
化
意
識
め

一
面
を
反
、映
す

る
。
そ
れ
は
感
情
の
必
然
的
な
旋
律

の
申
か
ら
展
開
す
る
ゆ
た
か
な
る
筋
の
多
様
性
で
ぽ

な

い
。
便
利
主
義
的

な
淺
薄

・
狡
獪

・
あ
て
こ
み
が
、
感
情

の
枯
渇
を
粉
飾
せ
し
む
べ
く
、

一
時
的

・
機
械
的
に
場
面
の
變
化
を
試
み
た
竜
の
で
あ
る
。
狹
衣

の
作
者
は
、
源
氏
を
模
倣
す

べ
く
あ
ま
り
に
も
凡
庸
卑
俗
な
る
自
己
を
知
ら
な
か
つ
た
作
家
で
あ
る
。
こ
と
に
露
骨
な
る
官
能
描
寫
は
、

か

つ
て
源
氏
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
所
、
.下
晶
な
る
頽
廢
的
時
代
精
聯

の

一
面
を
雄
辯
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
り

　

幻
妖
に
向
ふ
心
は
、
比
較
的
藝
術
的
な
正
し
い
發
展
を
と
げ
て
、.濱
松
中
納
言
物
語

ρ
夜
孚
の
ね
ざ
め
一
更
級
日
記
等
の
精
紳
に
達
し

た
。
こ
れ
等
の
作
品
に
は
、
夢

・
幻

・
怪
奇
も
、
少
か
ら
す
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
等
は
、
少
く
と
も
生
活
的
感
情
に
ふ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
竹
取
の
や
う
な
童
話
的
構
想
と
は
異
り
、
.從

つ
て
、
源
氏
物
語
ほ
ど
切
實
で
な
く
と
も
、
浪
曼
的
な

一
種

の
情
調
と
魅
力
と
を
、

決
し
て
失
つ
て
は
ゐ
な
い
。
.例

へ
ば
、
濱
松
中
納
言
物
語
に
於
て
、
吉
野
の
尼
君
臨
終
の
際
に
立
ち
こ
め
た
る
紫
の
雲
、
中
納
言
の
夢
に

見
え
た
唐
の
后
の
幻
等
は
、
亡
き
父
が
生
を
か

へ
て
唐
の
帝
の
皇
子
と
な
れ
る
と
い
ふ
奇
怪
な
る
構
想
と
共
に
、
寫
實
小
詭
か
ら

一
歩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
單
に
狡
猾
な
る
創
作
上
の
企
圖
と
な
す
べ
る
、
あ
ま
り
に
も
し
め
や
か
な
る
愛
と
、
そ
し
て
豐

か
な
感
情
が
あ
る
。
む
し
ろ
作
者
は
馬
か
か
る
不
可
思
議
な
る
因
縁
に
對
し
て
も
、
温
き
必
然
性
を
感
じ
て
筆
を
執

つ
た
で
は
な
い
か
と

思
は
れ
る
。
即
ち
濱
松
に
於
け
る
奇
蹟
は
、
作
中
の
人
物
と
共
に
泣
き
、
笑
ぴ
、
自
他

一
如
と
な
れ
る
作
者
の
生
活

に
於
て
、
全
く
本
質

的
に
許
容
せ
ら
れ
た
る
奇
蹟
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　

夜
牛
の
ね
ざ
め

・
更
級
日
記
等
に
も
、
同
じ
く
夢
と
幻
と
が
詮
か
れ
る
ρ
青
き
月
の
光
は
、
作
中
に
屡

々
あ
ら
は
れ
て
、
こ
の
二
つ
の

作

の
夢
と
幻
と
を
、
塾
よ
い
よ
仄
か
に
美
し
く
す
る
。
中
納
言
と
、
中
君
と
の
淋
し
き
戀
は
、
か
か
る
紳
祕
な
る
豐
け
き
感
情
に
於

て
美



　
　
　
　
　
　
　

化
さ
れ
た
。
物
語
と
、
夢
と
、
幻
と
を
思
慕
し
つ
玉
、
あ
く
ま
で
も
純
な
る
生
活
を
生
活
し
た
可
憐
な
る
乙
女
こ
そ
は
、
我
等
の
魂
に
死

　
　
　
　
　
　
　

す

る
こ
と
な
き
、
久
遠
の
乙
女
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　

紫
式
部
に
於
て
、
無
意
識
的
な
漠
然
た
る
存
在
で
あ
つ
た

「
も
の
し
は
、
今
や
更
級
日
記
に
於
て
、
明
確
な
形
を
と

つ
て
、
あ
り
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

と
眼
前
に
示
顯
し
た
。
孝
標
女
に
於
て
は
、
夢
幻
は
即
ち
生
活
で
あ
り
、
生
活
は
即
ち
夢
幻
で
あ
る
。
紫
式
部
を
經
て
流
れ
來
れ
る
浪
曼

　
　
　
　
　
　
　

的
精
榊
は
、
孝
標
女
に
於
て
、
そ
の
展
開
の
頂
點
を
示
し
た
。
そ
は
夏

の
日
の
も
と
に
燃
ゆ
る
ひ
な
げ
し
の
如
き
紅
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
の
如
き
浪
曼
的
精
紳
の
發
展
に
は
、
そ
の
背
後
に
淨
土
宗
信
仰
と
、
藝
術
と
の
影
響
の
あ
つ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

天
喜
三
年
十
月
十
三
日
の
夜
、
作
者
の
夢
の
阿
彌
陀
佛
の
奪
き
み
姿
は
、
霧
ひ
と

へ
隔
た
れ
る
や
う
に
透
か
さ
れ
て
見

え
た
が
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
蓮
華
の
座
の
上
を
あ
が
り
た
る
高
さ
三
四
尺
、
佛
の
御
丈
六
尺
ば
か
り
に
て
、
金
色
に
光
り
輝
き
た
ま
ひ
て
、
御
手
片
つ
方
を
ば
擴
げ

　
　
　
　
　
　
　

た

る
や
う
に
、
今
片

つ
方
に
は
印
を
つ
く
り
給

へ
る
し
豐
麗
佛
書
の
如
き
み
姿
で
あ
つ
た
。
思
ふ
に
そ
の
み
姿
は
、
彼
女
が
恐
ら
ぐ
は
感

　
　
　
　
　
　
　

涙

の
中
に
禮
拜
し
た
で
あ
ら
う
所
の
、
鳳
凰
堂
の
扉
及
び
壁
面
な
る
九
品
彌
陀
來
迎
の
釁
き
み
姿
や
、
石
山

・
長
谷

・
太
榛
等
に
參
籠
し

　
　
　
　
　
　
　

た

る
タ
ベ
、
ほ
の
暗
き
内
陣
の
奥
に
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
御
燈
に
ゆ
れ
、
默

々
と
し
て
立
ち
給
ふ
を
拜
み
奉
つ
た
あ
の
み
佛
た
ち
の
紳

々
し
い

　
　
　
　
　
　
　

御
姿
が
、
美
し
い
幻
と
な

つ
て
再
現
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
み
佛
こ
そ
は
、
彼
女
の
思
慕
す

べ
き
永
遠
の
男
の
子
で
あ
る
。
そ
は
彼
女
に

　
　
　
　
　
　
　

於

て
は
あ
ま
り
に
も
尊
き
戀
心
で
も
あ
る
。
か
く
し
て
、
夢
と
幻
と
は
、
彼
女
に
於
け
る
必
然
的
な
る
生
活
そ
の
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　

も
、
「
こ
と
人
の
目
に
は
見
つ
け
奉
ら
す
、
我
れ
ぴ
と
り
見
奉
」
る
と
云
つ
て
、
そ

の
夢
を
人
知
れ
す
祕
め
て
守
つ

た
純
情
は
、
も
早
や
彼

　
　
　
　
　
　
　

女

に
於
て
夢
と
幻
と
が
、
單
な
る
外
面
的
な
存
在
で
な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
-

　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
式
部
の
戀
愛
希
求
の
精
紳
に
發
し
、
漸
次
母
性
愛
ぺ
と
深
ま
り
、
更
に
紫
式
部

の
入
闇
愛

へ
と
進
ん
だ
浪
曼
的
精
榊
は
、
孝
標
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

爛
耀
孰
…
の
・時

代

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
三
七
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萋
ー

誠

钁

獵
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李

安

時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
、
　

.
　

　

　

　

　

三
八

に
於
て
、
-そ
の
發
展
の
極
限
に
逹
し
た
。
源
氏
以
後
、
模
倣
の
作
品
は
少
く
な
い
が
、
外
面
的
な
る
人
物
の
配
置
、
筋

の
展
開
等

へ
の
模

倣
は
、
深
く
我
等
の
注
意
を
う
な
が
す
に
足
り
な
い
。
我
等
の
興
味
と
す
る
所
は
、
む
し
ろ
生
き
た
る
人
間
精
赫
の
美
し
き
流
れ
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
、
幻
妖

へ
の
文
學
は
、
更
に
新
し
く
丈
墨
史
的
に
考

へ
な
ほ
さ
れ
る
必
要
が
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　

以
上
我
等
は
、
平
安
朝
に
於
け
る
第
三
期
の
文
學
的
思
想
形
態
に
つ
い
て
少
し
く
の
べ
た
。
こ
の
第
三
期
は
、
源
氏
物
語
を
中
心
と
す

る
物
語
文
學

の
流
行
を
き
は
め
た
時
で
あ
る
。
後
宮
女
流
に
於
け
る
浪
曼
的
精
紳
が
,
夕
榮
の
雲
の
ま
ぶ
し
さ
に
似
て
輝
い
た
時
で
あ
る
。

と
の
時
期
は
短
く
は
あ
る
が
、
ま
た
目
ざ
ま
し
く
も
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
精
密
に
云

へ
ば
自
ら
前
後
の
二
期
に
分
れ
る
。
即
ち

一
は
、
・

御
堂
關
白
の
榮
華
を
中
心
と
す
る
前
牛

の
時
代
で
あ
り
、
二
は
、
頼
通

・
敏
通
等
の
所
謂
世
繼
を
申
心
と
す
る
時
代
で
あ
る
。
世
繼
の
時

代
は
、
法
成
寺
炎
上
を
機
龠
と
し
て
、
榮
華
が
に
は
か
に
崩
壞
し
は
じ
め
、
前
九
年
の
役
の
大
亂
に
よ
つ
て
、
や
が
て
來
る
べ
き
薪
興
勢

力
が
豫
言
さ
れ
る
。
な
ほ
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
云
ふ
べ
き
き
と
も
多
い
が
、
他
日
に
ゆ
つ
る
。

四

分
裂
の
醗
代
f

文
藝
批
評
勃
興
の
時
代

轟

;
i

六
條
家
を
中
心
と
し
て
i

　

こ
め
時
期
は
、
爛
熟
の
頂
點
に
達
し
た
る
平
安
朝
の
貴
族
的
丈
化
が
、
自
ら
内
面
に
頽
廢
を
孕
み
、
次
第
に
分
裂
の
過
程
を
辿
ゆ
、
保

元

・
罕
治
の
二
亂
に
ょ
つ
て
積
年
の
襲
弊
を
清
算
す
る
と
同
時
に
、
つ
ひ
に
崩
壞
瓦
倒
し
、
新
た
に
武
士
文
化
の
擁
頭
を
招
く
に
至
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

がヒ

、期

で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
政
治
的
に
は
、
後
白
河
天
皇
の
保
元

・
亭
治
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
、
帥
ち
白
河

・
鳥
朋
兩
皇

の
院
政
時
代



欝

ー
か襃
紅

　
　

を
前

期

と

し
、

そ

れ

以
後

、
帥

ち
後

白

河

上
皇

(
法

皇

)

の
院

政

時

代

を
後

期

と
す

べ

き

で
あ

る
。

前
期

は
、

法

皇

を

中

心

と
し

て
、

主

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

み

　
　

と

し

て
政
治

・
宗

歡

の
分

裂

鬪

爭

に
向

ふ
時

代

で
あ

り

、
後

期

は
、

雫

清

盛

を

中

心

と

し

て

、
主

と
し

て
政
治

・
道

徳

の
破

壞

よ
り

薪

し

　
　

き
統

一

へ
と

向

ふ
時

代

で

あ

る
。

今

こ

の
前

後

二
期

を

表

示
す

れ

ば

次

の

や
う

で
あ

る
。

　
　

　

(
イ

)
前

期

l
l

鬪

爭

の
時

代

(
院

政
時

代
)
　

白

河

天
皇

延
久

五

年

(
一
七
三

三

)
よ

り
後

白

河
天

皇

保

元
三

年

(
一
八

一
八

)
に
至

る
。

　
　

　

(
ロ
)
後

期

ー

i

破
壞

の
時

代

(
清

盛

時

代

)
　

二

條

天
皇

平

治

元
年

(
一
八

一
九

)
よ

り
安

徳

天
皇

壽

永
四

年

(
一
八

四

五

)
に

至

る
。

　
　

　

今

右

の

二

つ

の
時

期

を

總
括

し

て
、

轆

れ

に
分

裂
時

代

と

い

ふ
概
括

的

な
名

稱

を

與

へ
る

こ
と

は

、
爰
當
を

缺

く

か

も
知

れ

な

い
が

、

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

夢

　
　

文
學

的

に
は

、

こ

の

二
者

の
間

に

、

さ

し
た

る
重

要

な

る
變

化

も
認

め
ら

れ

な

い

の
で

あ

る

か
ら

、

今

は

假
り

に
前

後

二

期
を

一
括

し

て

　
　

考

へ
て
見

る

こ
と

と
す

る
。

　
　

　

院

政

及

び

源

亭
時

代

に
於

け

る
藝

術

方

面

の

重
要

な

る
特
徴

は
、

(
一
)
勅

撰
集

を

中

心

と
す

る
和

歌

に
革
新

の
風

の
見

え

て
來

た

こ
と

　
　

で
あ

り

、

(
二
)
和
歌

を

中

心

と
す

る
文

藝
批

評
帥

ち

歌

論

の
勃

興

し

て
來

た

こ

と

で
あ

る

。

し

か

し

て
、

か

か

る

文
學

上

の
風
潮

を

代

表
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す

る
も

の
は

六
條

家

の
學

風

で
あ

る
。
　

　

　

.

　
　

　

分

裂

時

代

の
肚

會

的
精

榊

は

隔
葡

期

に

於

て
兆

さ

れ

て

ゐ
た

文

化

の
倦

怠

と
頽

廢

と
が

、
就

會

の
各

方

面

に

亙

つ
て
、

釜

々
濃

厚

に
な

、

　
　

り
顯

著

に
な

つ

て

、
腐

敗

墮

落

に
向

ひ

、
そ

こ
か

ら
徐

々
に
種

々
の
形

態

を

も

つ
て
、
動

き

は

じ

め

る

の
で
あ

る
Q

そ

の
世

紀

末

的

な
時

　
　

代

精

紳

を

分

析
す

れ

ば

、

お

ほ

よ

そ
次

の

や
う

な

も

の
が

あ

る

。

　
　

　
。前

期

に
於

て
、

現
實

生

活

へ
の
享

樂

に
向

つ
た

意

志

は

、

こ
の
期

に
於

て
、

(
一
ワ
頽

廢

逢

追

ふ

心
と

な
り

、
二
こ
れ

が

幻
妖

に
向

ふ
精

紳

　
　

と
結

合

し

て
、

(
イ

)
權

威

叉

は

力

の
喪

失

と
な

り

、

(
ロ
)
グ

ロ
テ

ス
ク
な

も

の

へ
の
追

求

と

な
り

、

更

に
華

美

忙
流

る

乃
精
榊

と
結

合

し

　
　

　

　

　
　

　

四

分

裂

の

時

代
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霎ー

ー一

奨
ー
ー

嘱
覊

ー
ー
ー

ー
ー
嘱

ー

」
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㌦

鬻

・

ー
,ー

ー
謹

翻

驪
讖

癒.、
.て　　沸

　
　
　
　
　

李
　
安

時

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇

て
、
(
ハ
)肉
感
的
な
美

へ
の
溺
惑
と
な
つ
て
、
頗
る
不
薩
全
に
陷

つ
た
。
次
に
、
前
期
に
於
て
陰
謀

の
晤
さ
に
向
つ
た
意
志
は
、
こ
の
期

に
於
て
次
第
に
表
面
に
浮
び
出
で
、
明
か
に
反
抗
の
意
志
を
示
す
に
至
り
、
こ
」
に
、
(
二
)對
立
に
向
ふ
心
と
な
り
、
こ
れ
等
依
更
に
進

ん
で
實
力
に
よ
る
鬪
爭
と
な
り
、
つ
ひ
に
、
(三
)
破
壞
に
赴
く
心
と
な
つ
た
。
こ
れ
等
は
舊
き
文
化
が
、
全
く
統
率

の
實
力
と
權
威
と
を

喪
失
し
た
る
を
意
味
す
る
。
次
に
前
期
に
於
て
、
華
美
を
求
め
た
精
紳
は
、
こ
の
期
に
至
つ
て
、
(
四
)驕
奢
を
求
む

る
心
と
な
り
、

一
暦

そ

の
頽
廢
的
性
質
を
濃
厚
に
し
た
。
次
に
、
前
期
に
於
て
博
識
と
機
智
と
に
向
つ
た
精
紳
は
、
こ
の
期
に
於
て
、
新

し
き
情
熱
を
希
求
す

る
精
紳
と
合
流
し
て
、
再
び
遠
き
凖
安
朝
初
期

の
精
紳
た
る
、
(
五
)
批
判
に
沈
む
心

へ
と
復
鯑
し
た
ゆ
交
學
批
評
は
即
ち
こ
の
精
淋
の
下

に
生
れ
る
。
叉
前
期
に
於
て
、
新
し
き
情
熱

へ
と
向

つ
た
精
紳
は
、
こ
の
期
に
於
て
更
に
進
ん
で
、
(
六
)李
凡
な
ら
ざ
る
情
熱
の
思
慕

へ

と
發
展
し
、
歌
壇
に
革
新
の
風
を
も
た
ら
す
に
至
つ
た
。
叉
前
期
に
於
て
、
纖
細
と
幻
妖
に
向
つ
た
精
神
は
、
こ
の
期
に
於
て
、
前
述
の

如

き
力
の
喪
失
一

怯
懦
に
陥
る
織
弱
な
る
精
禪

へ
と
發
展
し
た
が
、

一
面
に
は
、
全
ぐ
反
對

の
精
祕
と
し
て
顯
現
し
、
(
七
)
猛
き
力
を

讚
美
す

る
心
へ
と
發
展
し
た
。
こ
れ
は
、
平
安
朝
初
期
に
於
て
、
特
に
重
要
な
る
精
紳
で
あ
つ
た
剛
健
と
雄
大
を
求
む
る
心

へ
の
復
館
で

あ

る
。　
　
　

,　
　
　
　
　
　
　

畿

・右
の
如
く
、
平
安
朝
末
期
の
主
要
精
紳
は
、
種

々
雜
多
な
形
態
の
も
と
に
顯
現
し
た
が
、
て
れ
等
の
中
に
、
全
然
反
對
の
傾
向
を
取
つ

て
、
舊
き
精
神
に
復
歸
せ
る
も
の
の
あ
る
は
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
精
紳
復
古
の
原
四
は
、
内
外
兩
面
か
ら
解
釋
せ
ら
れ
る
の

が
至
當
で
、
第

一
、
文
化
そ
れ
自
身
の
要
求
に
よ
る
も
の
貞
躑
ち
嘗
て
自
己
の
所
有
せ
し
も
の
の
喪
失
に
對
す

る
無
意
識
的
な
る
惜
慕
の

情
1

ー
あ
た
か
も
幼
兒
の
純
眞

に
對
す

る
わ
れ
等

の
な
つ
か
し
み
に
似
た
る
ー

に
發
す
る
も
の
と
な
す
も
の
と
、
第
二
、
肚
會
的
原
凶

に
よ
る
も
の
、
帥
ち
文
化
が
耽
會
的
な
る
他
の
原
因
に
ょ
つ
て
、
當
面
の
必
要
と
な
す
が
故
に
要
求
せ
ら
れ
た
る
も

の
と
な
す
も
の
と
、

丶



、

/

ノゆ

ド

ー
鸚
`

兩
樣
の
解
釋
が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
場
合
は
兩
者
と
も
肯
定
せ
ら
る
べ
き
解
釋
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
。

　
肚
會
的
現
象
と
し
て
の
文
學
的
思
想
形
態
を
、
單

一
な
る
本
質
に
還
元
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
上
述
の
圭

要
精
紳
は
」
常
に
他

と
結
合
離
散
し
つ
ム
、
複
合
體
と
し
て
顯
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

翩
、
頽
廢
を
追
ふ
心
-

承
保
元
年
、
宇
治
關
白
頼
通
の
薨
去
は
、
御
堂
殿
榮
華

の
苑
に
立
ち
そ
め
た
秋
風
で
あ

る
。　
一
葉
は
落
ち
て
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
へ
　　も

天

下

の
赴

く

所

を

つ
げ

た

。
ま

こ
と

に
歌

人
頼

通

の
死

に

は
秋

草

の
淋

し

さ

が
あ

る
。

御

堂

殿

の
文

化

は
、

こ

の
世
繼

を

失

つ
て
、
釜

々

頽

廢

に
向

ひ
、

形

骸

と

な

つ
て

「
時

」

の
流

れ

に
淨

沈

し

た

。

　

(
イ
)權
威
叉
は
力
の
喪
失
-

雫
安
朝
初
期
の
佛
敏
の
著
し
い
特
質
は
、
南
都
北
嶺
の
學
者
た
ち
の
尊

い
求
道
的
熱
情
と
思
索
的
努
力

と
で
あ
つ
た
。
し
か
る
に
、
今
や
宗
敏
の
本
義
た
る
べ
き
哲
學
的
批
判
の
精
紳
は
、
山
門

・
寺
門
の
衆
徒
か
ら
淌
失
し
た
。
佛
教
の
本
質

は
誤
ら
れ
、
權
威
は
失
は
れ
た
。
迷
信
的
佛
教
が
、
天
變

・
地
異

・
疾
病

・
兵
亂
の
度
毎
に
、
禁
中
叉
は
諸
國
に
於

て
讀
經

・
修
法

・
加

持

・
所
濤
を
行
ひ
、
國
家
鎭
護
の
功
を
誇
る
に
至
つ
た
の
は
、
佛
敏
の
墮
落
で
あ
る
。
彼
等
が
進
ん
で
世
俗
的
な
る
野
心
を
途
げ
ん
が
た

め
に
、
甲
胄
を
備

へ
兵
仗
を
蓄

へ
、
信
仰
の
美
名
に
か
く
れ
て
、
張
暴
な
る
直
接
行
動
に
出
つ
る
に
及
ん
で
、
宗
轂
そ
れ
自
身
の
威
信
と

實
力
と
は
全
く
地
に
塗
ち
た
。
當
時
賦
役
を
の
が
れ
て
剃
髪
染
衣
の
姿
と
な
れ
る
淨
浪
の
徒
は
、
延
暦
寺

・
興
輻
寺

・
圓
城
寺

・
熊
野
等

に
集
ま
り
、
紳
威
に
か
く
れ
、
衆
を
恃
ん
で
強
訴
す
る
こ
と
屡

々
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
實
は
、
日
本
宗
敏
史
上
に
殘

さ
れ
た
不
祚
な
る
汚

點

で
あ
る
。
暴
力
に
よ
る
直
接
行
動
は
、
崩
壞
過
程
に
在
る
文
化
の
持
つ
不
健
全
な
る
病
的
現
象
で
あ
る
。

　

迷
信
的
佛
轂
の
流
行
は
、
上
下
に
行
は
れ
た
が
、
白
河
法
皇
及
び
鳥
朋
法
皇
の
崇
佛
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
古
河
法
皇
は
、

五
千
數
百
の
佛
像
を
造
り
、
五
干
數
百
の
佛
書
を
ゑ
が
き
、
四
十
數
萬
の
堂
塔
を
莚
て
、
前
後
四
度
び
高
野
に
、
八
度
び
熊
野
に
幸
し
、

　
　
　
　
　

四

分

裂

の
時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・
　

　

　

　

」
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蠡
鱗
譲
蘿

鑼

驥

詣
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ヒ
　
へ瓦

、
　
　
　
　
　

甼
　
安

時

代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
二

且

つ
天
下
に
令
し
て
殺
生
を
禁
じ
、
漁
網
八
千
八
百
餘
を
燒
か
し
め
、
諸
國
の
貢
魚
を
停
め
、
國
用
窮
乏
を
告
げ
た
た
め
、
つ
ひ
に
官
職

を
賣
買
せ
し
め
給

ふ
に
至

つ
た
。
叉
、
鳥
朋
法
皇
は
、
財
政
大
い
に
困
乏
せ
し
時
に
か
』
は
ら
す
、
法
勝
寺

・
奪
勝
寺

・
嚴
椦
寺

・
園
勝

寺

.
成
勝
寺

.
延
勝
寺

の
所
謂
六
.勝
寺
を
建
立
せ
ら
れ
た
。
か
く
の
如
き
外
面
的
佛
歡
の
尊
崇
は
、
佛
轂
そ
れ
自
身

の
權
威
の
喪
失
を
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

語
る
の
で
あ
る
。
叉
こ
の
頃
か
ら
、
雜
藝
の
諸
道
が
分
裂
し
、
論
經

・
法
談
等
は
次
第
に
か
た
ゆ
も
の
的
傾
向
を
と
り
、
琵
琶
法
師

・
田

樂
法
師
の
如
く
、
法
師
に
て
遊
藝
人
と
な
る
も
の
も
少
ぐ
な
か
つ
た
ら
し
い
。
こ
れ
等
は
必
す
し
も
宗
敏
の
名
譽
で
は
な
い
。
な
ほ
そ
の

他
肚
會

の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亙
る
權
威
の
失
墜
は
、
こ
の
期
に
於
て
特
に
著
し
く
あ
ら
は
れ
た
が
、
そ
れ
等
は
項
を
か

へ
て
詳
論
す
る
。

　

(
ロ
)
グ

ロ
テ
ス
ク
な
も
の

へ
の
關
心
-

獵
奇
的
な
精
紳
は
、
頽
廢
的
文
化

の
末
期
に
於
て
發
生
し
易
い
。
李
家
物
語
の
中
に
物
語
ら

る
る
奇
怪
な
る
事
實
、
今
昔
物
語
に
取
扱

へ
る
無
數

の
奇
蹟

・
妖
怪

・
宿
報
等
の
獵
奇
談
に
は
、
い
つ
れ
も
こ
の
精
神

の
發
現
せ
る
を
見

る
。
叉
カ
リ
カ
チ

ュ
ア
と
し
て
の
鳥
朋
僣
正
の
烏
獸
戲
書
、
病
の
草
紙

・
餓
鬼
草
紙

・
地
獄
草
紙

・
吉
備
大
臣
犬
唐
繪
詞
等

の
如
き
繪
卷

物
の
中
に
も
、
か
か
る
時
代
精
神
の
反
映
を
指
摘
し
得
ら
れ
る
か
と
思
ふ
。

　

(
ハ
)肉
感
的
な
美

へ
の
溺
惑
-

纖
細
な
る
美
的
享
樂
は
、
白
河
法
皇
の
治
世
に
於
て
そ
の
極
に
達
し
、
か
の
白
河
の
花
の
宴
に
於
け

る
華
奢
に
至

つ
て
は
、

つ
ひ
に
後
人
の
嘲
笑
を
招
く
に
至
つ
た
。
鳥
朋
法
皇
は
左
大
臣
源
有
仁
と
心
を
合
せ
て
、
容
儀
を
つ
く
ろ
ひ
、
華

美

を
奬
勵
し
給
ひ
、
そ
の
爲
に
公
卿
は
眉
を
そ
り
、,黛
を
施
し
、
白
粉
を
ぬ
り
、
齒
を
黒
め
、
紅
を
つ
け
、
全
く
女

子
と
同
様
の
容
姿

・

化
粧
を
誇
る
に
至
つ
た
。
淫
蕩
遊
逸
の
風
は
、
こ
の
時
よ
り
甚
し
い
時
は
な
い
。
か
く
の
如
き
男
性
の
女
性
化
は
、
肉
感
的
な
美
的
享
樂

を
追
ふ
心
の
所
蘆
で
あ
る
ゆ
紅
粉

・
翠
黛
は
、
女
子
の
た
し
な
み
に
あ

ら
す
し
て
、
男
子
の
た
は
む
れ
と
な
つ
た
。
亭
家
の
滅
亡
は
、
そ

の
若
き
公
逹
が
、
か
か
る
頽
廢
的
な
る
美
的
享
樂
に
生
ぎ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
同
様
の
精
棘
は
、
と
り
か

へ
ば

や
物
語
の
構
想
及
び



官
能
描
寫
の
中
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

男
性
の
女
性
化
は
、
女
性
の
男
性
化
の
原
因
と
も
な
つ
た
。
最
も
代
表
的
な
も
の
は
、
白
拍
子
で
あ
る
。
白
拍
子
は
遊
女
の

一
種
で
あ

つ
て
、
烏
羽
帝
の
頃
よ
り
世
に
行
は
れ
、
初
め
は
自
き
水
干
に
立
烏
帽
子
を
着
し
、
白
鞘
卷
の
太
刀
を
倣
き
、
高
貴

の
前
に
出
て
舞

つ
た

の
で
男
舞
と
も
云
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
拍
子
は
、
不
健
全
な
る
頽
廢
感
情

の
所
産
で
あ

つ
て
、
こ
Σ
に
も
文
化
衰
亡
の
前
兆
を
見
る

の
で
あ
る
。
な
ほ
歌
合
の
如
き
も
、
夲
安
朝
初
期
に
於
て
は
、
き
は
め
て
眞
面
目
な
乃
遊
戲
で
あ
り
、
か
つ
鍛
養
で
あ
つ
た
に
か
」
は
ら

す
、
堀
河
院
に
於
て
艶
書

合
の
行
は
る
る
に
至

つ
て
、
頽
廢
そ
の
極
に
逹
し
た
。
こ
れ
は
、
艶
め
か
し
き
戀
文
の
文
辭
の
巧
劣
を
競
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　　ヘ　　へ　　も

も
め
で
・
計
書
そ
れ
自
ら
已
に
不
健
全
で
あ
る
。
な
ほ
、
お
そ
く
つ
の
繪
の
如
き
も
の
も
、
こ
の
頃
か
ら
世
に
行
は
れ
、
天
下
を
し
て
釜

ゐ

淫
糜
な
ら
し
め
た
で
は
な
い
か
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

二
、
對
立
に
向
ふ
心
-

前
期
に
於
て
は
、
權
力
の
抗
爭
は
、
陰
謀
と
な
つ
て
杜
會

の
裏
面
に
潜
入
し
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
期
に
於

て
は
、
勢
力
の
鬪
爭
は
、
堂
々
と
表
面
に
あ
ら
は
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、

一
面
統
率
者
た
る
藤
原
氏
の
威
信
の
失
墜

し
た
こ
乏
を
證
明
す

る
・
尤
も
こ
の
權
力
の
抗
爭
は
、
已
に
平
安
朝
中
期
、
藤
原
氏
の
權
力
の
最
も
確
立
し
た
時
代
に
も
無

い
こ
と
は
な
か
つ
た
。
罕
將
門
の

亂
帥
ち
こ
れ
で
あ
る
。
將
門
は
攝
政
忠
雫
に
請

ひ
、
檢
非
違
使
た
ら
ん
と
し
て
許
さ
れ
す
、
固
定
せ
る
藤
原
氏
の
文
化
に
對
し
て

一
石
を

投
す

べ
く
・
歸
つ
て
伯
父
國
香
を
殺
し
、
坂
東
を
押
領
し
、
み
つ
か
ら
新
皇
と
稱
し
、
僞
宮
を
下
總
に
營
み
、
百
官
を
定
め
る
な
ど
、
そ

・

の
行
爲
は
別
と
し
て
、
倦
怠
を
打
破
せ
ん
と
す
る
革
新
的
意
氣
に
は
、
愛
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
天
慶

の
亂
は
、
藤
原
純
友
の
亂
と

相
ま

つ
て
、
邏
都
後
百
餘
年

の
間
兵
革
を
知
ら
ざ
り
し
入
々
を
驚
倒
せ
し
め
た
。

　

そ
の
後
・
新
羅

・
高
麗

・
刀
伊
の
賊
が
、
西
海
を
侵
す
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
國
家
的
な
關
心
と
な
ら
す
、
後
亭
忠
常

の
亂

倒
安
倍
頼
時

。

　
　
　
　
　
　
四

分

裂
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代
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四
四

貞
任
父
子
の
亂

・
清
原
武
衡
の
亂
等
も
、
亦
太
亭
の
夢

に
な
れ
た
藤
原
氏
に
取
つ
て
は
、
さ
し
た
る
大
事
件
と
さ
れ
な
か
つ
た
。
し
か
る

に
、
當
時
は
六
衛
も
追
捕
使
も
、
京
師
の
盜
賊
を
鎭
な
る
力
な
く
、
こ
れ
等
の
亂

の
李
定
に
は
主
と
し
て
源
亭
二
氏
が
當

つ
た
。
即
ち
將

門

の
亂
は
李
貞
盛
、
純
友
の
亂
は
源
經
基
等
が
李
定
し
た
。
こ
玉
に
於
て
源
李
二
氏
は
相
前
後
し
て
鎭
守
府
將
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
各

タ
弓

馬

の
道
に
剛
勇
の
譽
が
あ

つ
た
。
後
、
忠
常

の
亂
は
源
頼
信
、
前
九
年
の
役
は
源
頼
義

・
義
家
、
後
三
年
の
役
は
義
家

が
こ
れ
を
李
定
し

て
、
東
國
の
民
心
を
を
さ
め
、
李
家
は
、
忠
盛
に
至
つ
て
南
海

・
山
陽
の
盜
賊
を
討
つ
て
昇
殿
を
許
さ
れ
、
爾
後
二
氏
對
立
し
て
、
延
暦

寺

・
興
輻
寺
等
の
衆
徒

の
暴
動
を
防

い
で
功
が
あ
つ
た
。
こ
玉
に
至
つ
て
、
藤
原
氏
に
對
立
す
る
勢
簾刀
ど
し
て
、
源
李
二
氏
の
武
門
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

礎

が
確
立
し
た
。
實
に
法
成
寺
炎
上
後
五
年
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
造
營
は
、
武
士
的
丈
化
の
誕
生
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

　
次
に
、
京
都
と
地
方
と
㊧
對
立
に
關
刃
て
、
先
づ
莊
園
制
度
の
發
達
に
つ
い
て
考

へ
て
見
る
。
莊
園
と
は
も
と
は
別
莊
と
い
ふ
が
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

驫

意
味
で
あ
つ
た
が
、
後
墾
田
の
私
有
を
許
さ
れ
、
こ
れ
に
功
田

・
賜
田

・
杜
寺
の
寄
附
田
等

の
私
有
田
を
加

へ
、
こ
れ
等
を
總
括
し
で
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

へ
ら
れ
た
名
稱
で
あ
る
。
班
田
牧
授
の
法
は
李
安
朝
に
至
つ
て
は
行
は
れ
す
、
國
司

・
郡
司
㊥
苛
政
に
…堪
へ
す
「、
課
役
を
免
れ
ん
と
て
僣

叉
は
盜
賊
と
な
つ
た
者
は
、
莊
園
に
集
つ
て
郎
黨
と
な
り
、
莊
長

・
莊
司
等
の
支
配
を
受
け
、
所
有
霊
領
家
に
よ
つ
て
統
率
せ
ら
れ
た
。

多
く
の
名
田
を
私
有
せ
る
豪
族
は
、
家
の
子

・
郎
黨
を
養
ひ
、
武
力
を
蓄

へ
、
國
司
の
命

に
從
は
す
、
朱
雀
帝
の
頃
、
こ
れ
等
の
者
が
押

領
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
事
が
あ
つ
て
、
釜

々
勢
力
を
得
、
次
第
に
大
小
名

・
高
家
な
ど
と
い
ふ
階
級
を
生
じ
、
つ
ひ
に
武
士
祗
會
確
立
の
端

を
開
い
た
。

　

か
く
領
家

。
莊
司
な
ど
の
勢
力
増
大
す
る
に
及
ん
で
、
・國
司
は
地
方
人
を
代
官

・
目
代
等
に
定
め
、
自
ら
は
都
に
留

つ
て
、
任
國
に
赴

か
ざ
る
に
至
り
、
地
方
は
完
全
に
中
央
政
府
か
ら
獨
立
し
た
。
そ
価
等
の
豪
族
中
、
最
も
勢
力
を
占
窮
し
た

の
は
、
李
氏

(
北
條
氏
盛

・

亀

セ



宀)

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

三
浦
氏
棚

秩
父
驫

等
)
清
和
源
氏

(新
田
氏
難

ぜ
利
氏
野

武
田
驫

逸

見
驫

・
佐
竹
氏
隲
等
)
藤
甓

(伊
達
驫

盗

野
驫

等
)
等
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
は
、
朝
廷
の
命
を
奉
じ
て
兵
亂
鎭
護
に
あ
た
る
武
將
を
助
け
、
武
將
も
亦
私
財
を
分
つ
て
恩
賞
を
施
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
に
自
ら
主
從
的
感
情
を
生
じ
、
服
從

・
勇
武

・
節
操

・
廉
恥

・
信
仰
を
中
心
と
す
る
封
建
的
思
想
形
態
の
形
成
を
う
な
が
す
に
至
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

後

三
條
天
皇
は
、
記
録
所
を
設
け
で
莊
園
を
檢
し
t
國
司

の
重
任
を
禁
じ
、
鳥
勿
法
皇
は
、
諸
國
の
武
家
の
源
平
二
氏
に
從
ふ
を
制

へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ

に
は
か
に
中
央
集
權
の
實
を
あ
げ
ん
こ
と
を
計
ら
れ
た
が
、
そ
れ
も
結
局
時
代
の
趨
勢
に
反
抗
せ
る
企
と
し
て
失
敗
し
た
。
、

　

綱
紀
肅
正
し
、
政
令
行
は
れ
た
る
時
代
に
あ
つ
て
は
、
諸
國

の
莊
園
は
、
藤
原
氏
の
榮
華
を
支
持
す
る
便
利
な
し
か
も
貴
重
な
財
源
で

あ
り
得
た
。
然
る
に
、
・
一
朝
政
紀
弛
み
、
威
令
行
は
れ
ざ
る
に
至
っ
て
は
、
莊
園
は
單
に
貴
蔟
の
樂
華
を
保
持
す
る
財
貨
の
流
通
を
杜
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憎　　　　～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぷ

せ
し
め
た
に
止
ま
ら
す
、
貴
族
等
を
し
て
自
己
の
無
力
を
暴
露
し
、
威
信
を
天
下
に
失
墜
せ
し
む
る
原
因
と
な
つ
た
。
武
力
と
財
政
乏

警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ノ

察
と
の
三
權
を
完
全
に
地
方
に
奪
は
れ
た
中
央
政
府
は
、・
今
や
徒
ら
に
美
衣
を
ま
と
つ
て
床
上
4
踞
る
木
偶
に
過
ぎ
な
い
。
地
方
と
中
央

政
府
と
の
明
白
な

こ
の
對
立
は
、
舊
丈
化
の
沒
落
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
新
興
勢
力
の
携
頭
を
物
語
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ぜ　
　
　
　
　
　
　
　

　

上
述
の
如
く
、
地
方
對
京
都
、
貴
族
對
武
士
の
二
大
勢
力
が
對
立
し
、
そ
こ
に
藤
原
氏
を
中
心
之
す
る
貴
族
丈
化

の
分
裂
が
具
體
的
に

示
さ
れ
た
が
、
こ
の
傾
向
は
更
に
擴
大
し
て
杜
會

の
各
方
面
に
あ
ら
は
れ
た
。
帥
ち
(
一
)皇
室
の
分
裂
、
(
二
)貴
族
相
互
の
分
裂
、
(
三
)
、

武
家
相
互
σ
分
裂
、
(
四
)宗
歡
の
分
裂
、
(五
)學
問
及
び
藝
術

の
分
裂

こ
れ
で
あ
る
。

　

先
づ
宮
廷
に
つ
い
て
云

へ
ば
、
白
洞
帝
は
應
徳
三
年

陣
油
中
宮
に
死
別
ぜ
ら
れ
給

へ
る
後
釜
々
佛
法
に
傾
き
、
・天
位
を
堀
河
帝
に
禪
り
、

落
飾
し
て
法
皇
と
な
り
、
閑
院
の
御
所
に
院
司
を
設
け
、
大
別
當

・
執
事
等
の
職
を
定
め
、
北
面
の
武
士
を
置
き
、
院
政
を
布
告
せ
し
め

ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
院
宣
は
勅
命
に
等
し
き
重
さ
に
於
て
發
せ
ら
れ
、
爾
後
」
鳥
羽

・
後
白
河
兩
法
王
に
亙
る
變
態
的
政
治
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
四
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四
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　チ
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な　
　
　
　

ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

る　
　
　
　

ぽ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　

、

物

と

し

て

、

革

命

兄

卆

清

盛

が

あ

る

。
　

　

.　

　

・　

　

～

　

　

　

　
・
　

　

　

　

　

　

・　

　

謝

　

　

　

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　

、・
靂

は
因
襲
に
向
つ
て
鏨

た
る
破
壞
を
企
て
た
・
彼
が
六
波
捲

廳
を
置
く
や
、
從
券

朝
儀
公
例
に
竺

・顧
の
橿

も
認
め
す
、

沸

鬟

關
疑

下
の
門
閥
に
對
し
て
・
恣
ま
輾

を
奪
ひ
ゼ
鑑

を
掠
め
・噛

偵
を
京
中
に
放
つ
奉

家
の
婆

を
攀

る
鬻

一
々
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

　
　

捕
べ
て
處
珊
し
た
・
か
か
る
武
斷
的
恐
怖
政
治
は
、
過
去
の
文
化

に
、
未
だ
か
つ
て
存
在
せ
ざ
り
し
所
で
あ
る
α＼
彼
が
斷
…乎
た
る
注
意
を

　
　
も
つ
美

子
兪

閉
し
・
國
を
猷

て
の
反
對
怨
嗟
の
嘔
に
・
・撫

と
し
て
幅
爨

都
を
斷
璽

た
る
が
如
き
は
、
行
爲
の
是
非
は
横

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　

　

て

・

そ

の
意

氣

に

は

壯

と

す

べ

ぎ

も

の

が

あ

る

。

彼

は

ま

た

宗

歡

の
方

面

に

も

、

革

命

家

的

菰

極

端

な

彈

壓

を

加

へ
、
.
伊

勢

紳

領

に

課

税

　

　

　

　

　

　

　

四

・
分

裂

の

時

代

　

　

　

、夢
　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

七

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南、

　

　

　

　

　

　

　

　

ぼ　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　ネ　
　　　　
　　　　
　　
ヂ　
　　　　
ゑ　
ぢ　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
ヘヒ　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　
な
し
オ
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ー
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蕩

嘱

瀰

、

嘱

.ー

縄

・灘

一、

・　

ーー

薄

,委
耀

ー

甥

,ー

、黶

,蓍
黛
笠ー
,
謦
4…
斗
義壽
;
,.3

パ、袋ー

、

、
嶺譱

纛
鑞
攤
灘

轟

嵐　 」
:ll〆雛 粘∵ ♂蒼げ

鼻

識

　

　

　

　

　

　

平

　
安

時

　
代

　

　

　

　

　

　
.　

。
　

　

　

　

　

　

尸　

　

　

　

　

　

　

・　

　

　

　

　

　

、
四
八

し

、
そ

の
子

重

衡

は
興

輻

b
東

大

の
二
寺

を
燒

く

に
至

つ
た

。

彼

が

太
政

大

臣

と
な

つ

て
政

を
擅

に

し
た

時

に

は

、

轡
族

六
十

人

高
官

に

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ　
　
　
　
　
ぴ

連

り

、

所
領

の
莊

園
實

に
三

十

餘

國

に
跨

つ
た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、　

　

　

　

　

・　

　

　

　

・臨

　

舊
制

破
壞

の
精

紳

は

、

階
級

制
度

に
最

も

よ

く
あ

ら
は

れ

た

。

先

づ

名
字

の
制

は
當

時

、
官

職

の
名

を

と

つ

て
自

己

げ
名

と
す

る

こ
と

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な　
　
　
ゑ

が
流

行

ル
た

ゆ

大

夫

・
衛

門

・
兵
衞

等

の
名

は

、
舊

く

は
そ

の
官

に
あ
～む
す

し

て

は
稱

す

る

こ
と

の
出

來

な

協

っ
た

も

の
で
　あ

る
ゆ
.導

の

織

如

ぎ

も
、

か

つ
て

は

王
孫

に

限

り

て

用

ゐ

ら

れ
た

名

で
あ

る
が

、

宅

の
期

に

至

つ
て

は
臣

下

の
小

兒

の
幼

名

に
ま

で

用

ゐ

ら

れ
た

。

叉
從

壅

藤
原
氏
両

に
爨

し
?

あ
つ
謠

會
的
地
隻

希

期
に
至
ρ
三

盤

衆
に
解
轟

ら
鳩

.
響

、
布
衣
匹
寄

讐

・

亘

戰
場
に
從

つ
て
勳
功
が
あ
れ
ば
、
遽
か
に
あ
げ
て
喜

に
拔
擢
す
ξ

と
も
出
來
た
ρ
又
奴
婢
ど
稱
す
る
下
暦
階
級
の
賤
民
は
、
所

飆軌
良
民
ど
婚
を
通
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
制
で
あ
つ
無

う
こ
の
頃
か
ら
全
く
そ
の
區
別
な
き
ゅ
至
つ
た
・
又
人
倫

道
徳
の
破
壞
も
・
こ

の

時

期

に
於

て

最

も

甚

し

く

、

三

歳

の

天

子

に

♂

歳

の

太

子

が

あ

り

、

.
一
人

に

し

て

二

代

の
中

宮

乏

な

れ

る

婦

人

が

あ

り

、

刑

場

に

父

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　ド　　　
　　
　　　
　　　
　　
ガ　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
み　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　
　
　　　
　ぼ

,
誅

し

夜

不

孝

の

子

の

あ

る

が

如

く

、

道

義

は

全

く

破

壞

さ

れ

る

に

至

つ

た

%

か

く

甼

清

盛

曦

よ

つ

て

破

壞

さ

れ

た

杜

會

は

、

罕

家

覆

滅

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　
　
　

む

陰

謀

に
よ

つ

て

更

に

破

壞

せ

ら

れ

、

つ

ひ

に

源

頼

朝

の

大

破

壞

に

よ

つ

て

、

こ

玉

に

中

世

的

日

本

が

新

生

し

た

。

清

盛

の

破

壞

は

、

か

く

　

一
種

悽

愴

の

氣

を

も

つ

て

斷

行

ざ

れ

た

が

、

そ

の

政

策

の

根

本

に

は

、

な

ほ

藤

原

氏

的

文

化

の
模

倣

が

あ

つ

た

。

清

盛

の

關
…心

は

、

宮

廷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
ら　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　

い　
　　
　
　
　

的

勢

力

の

擴

張

に

あ

つ

て

、

武

力

讐

財

政

・
警

蒲

の

三

權

の

地

方

的

確

立

趣

意

乏

し

な

か

つ

た

こ
と

が

、
・
そ

の

政

策

破

綻

の
最

天

原

因

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

な

す

の

で

あ

る

。
　

　

　

　

・　

　

　

　

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

魅　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
篳
　
。く

　
　
四
、
驕
書
を
象
む
る
心
-

枯
渇
し
腐
敗
せ
驚
内
面
を
粉
飾
せ
ん
と
す
る
外
面
的
な
努
力
は
、
先
づ
豪
奢
を
求
む

る
心
へ
と
進
む
の
は

當

然
で
あ
る
。
白
河

・・
鳥
朋
兩
朝
に
於
け
る
頽
廢
納
な
驕
奢
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
.武
人
と
し
て
の
清
盛
の
生
活
に
は
、
力

■



6

●

の
發

現

と
し

て

の
豪
奢

が

あ

る

が
、

そ

の
精

紳

は

清
原

清

衡

の
生

活

に
も

同

様

に
見

ら

れ
た

、
西

八
條

に
於

け

る
入

道

相

國

の
榮

華
、

平

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
も
　　ヘ　
ヘ　
ヘ　
　ヘ　
へ

泉

に
於

け

る
三

代

の
榮

耀

等

に

は
、

な

ほ

い
つ

ご
、か

に

ひ

め

ら
れ

た

る

「
力
」
が

見

え

ゐ
。
し

か

し

、
瓧

會

の
全
般

に
は

巳

に

こ
の

「
力

」

は
を

、
た
だ
徒
ら
に
纖
弱

.
華
麗
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
つ
た
。
女
子
に
壌

羣

ぎ
裴

の
篷

に
よ
つ
て
、
.あ

時
代
黥

は
代

表

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

厨
子
を
大
き
く
し
た
や
う
な
金
色
堂
の
纖
麗
、
嚴
島
紳
秕
に
於
け
る
繪
靈
的
な
優
艶
、
そ
こ
に
は
、
雫
安
朝
末
期

の
精
紳
が
、
浮
彫
の

や
う
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
醍
醐
寺
藥
師
堂

・
春
日
若
宮
紳
樂
殿
の
勾
配
の
優
美
に
も
、
こ
の
精
紳
が
見
え
る
。
阿
彌
陀
盤
本
霹
像

獣
鰰
、

阿
彌
陀
如
來
像
黷

剛
の
蓮
座
、
千
手
觀
音
像
雛

の
光
背
、

斈

金
覆

懿

の
天
蓋
、
聖
徳
李

像
議

韓

の
姿

等
に
見
え
る
眩
し
い

や

う
な

纖

巧

、

二
+

五

菩
薩

來

仰

圖
蠣
瞶
蝣
誹
、

來

迎

彌

陀

圖

報
熱
等

の
華

麗

、

血

曼
茶

羅

幅
鯛
、

嚴

島

經
卷

口
繪

ガ
扇

面
寫

經

細
獸
枉
鯖
の
纖

美

、

源

氏
物

語

繪
卷

に
於

け

る

眠

れ

る

が

如

き
靜

け

さ

、
そ

璽
繪

詞
鷲
鞘
、
大

内

切
罐
籔

藍
紙

本

萬

葉

集

等

に
見

え

る
線

條

の
優

美
、

中

尊

寺

金

堂

内

部

の
華

曼

・
幡

頭

の
裝

飾

、

嚴

島
寫

經

の
裝

飾

、

筺

の
透

彫
等

の
妖

艶

纖

美

、
後

拾
遺

集

の
形
式

に
於

け

る
技

巧

的
纖

細

、

基

俊

の

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

歌

に
於

け

る

麗
緻

、
輔

顯

の
歌

に
於

け

る

纖

巧

、

い
つ

れ

も

、

こ

の
時

代

の
精

紳

を

反
映

し

た

も

の
と

思

は
れ

る
。

　

五
、
批
判
に
向
ふ
心
-

批
判
を
求
む
る
精
紳
は
、
先
づ
丈
學
理
論
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
通
俊
の
後
拾
遺

問
答
蹤
騨
贓
經
信

の
難

後
拾
遺
抄
、
俊
頼

の
無
名
抄
、
清
輔
の
奥
儀
抄

・
袋
草
紙

・
和
歌
初
學
抄
、
顯
昭
の
萬
葉
集
難
事

・
袖
中
抄
、
俊
成

の
古
來
風
體
抄
等
が

こ
れ
で
あ
る
。
叉
、
同
様
な
精
榊
は
、
古
典

の
學
術
的
研
究
と
し
て
も
あ
ら
は
れ
た
。
例

へ
ば
、
仲
實
の
綺
語
抄
、
範
兼

の
和
歌
童
蒙
抄
、

敏
長
の
古
今
集
註
、
顯
昭
の
日
本
紀
歌
註

・
古
今
集
序
註

・
拾
遺
抄
註

・
散
木
集
註
等
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
叉
こ
の
精
紳
は
分

類
學
叉
は
目
録
學
と
し
て
、
通
憲
の
法
曹
類
林

・
仲
實
の
古
今
集
目
録
、
敦
隆
の
類
聚
古
集

・
萬
葉
集
目
録

詁
謄
擁
序

・
和
歌
類
林
覊
囃
彈
、
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ノ

、

.…

ー

ー
認
嬲
灘

翳
蠡

　
　
　
　
　

卆

安
、
時

代

・
　

　

　

　

　

　

　

　
'
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
〇

範
蓑

の
和
歌
童
蒙
抄
、
著
書
不
明
な
る
和
歌
現
在
書
目
録
を
起
し
た
。
こ
れ
等

の
目
録
學
及
び
分
類
學
の
對
象
が
古
典
特
に
萬
葉
集
と
古

今
集
と
に
集
中
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
時
期
に
於
け
る
最
も
輝
や
か
し
い
特
徴
の

一
と
し
て
、
か
か
る
静
か
な

る
批
判
に
沈
む
學
究
的
精
紳
が
、
戰
亂

の
中
に
誕
生
し
發
展
し
た
こ
と
を
數

へ
得
る
の
は
、
丈
學
史
家
の
深
き
喜
び

で
あ
ら
う
。

　

同
様

の
精
紳
は
、
文
學
の
方
面
に
も
あ
ら
は
れ
た
。
そ
れ
は
歴
史
的
文
學
と
、
読
話
丈
學
と
、
歌
謠
と
に
於
て
で
あ
つ
て
、
い
つ
れ
も

分
類
的

・
類
聚
的

・
集
成
的
態
度
の
も
と
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
後
を
貫
い
て
、
高
き
批
判
的
精
紳
が
輝
い
て
ゐ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で

も
な
い
ゆ
歴
史
的
丈
學
と
し
て
は
、
日
記

・
記
録

・
家
集
等
に
よ
つ
て
類
聚
し
た
る
が
如
き
榮
華
物
語
が
出
で
、
御
堂
關
白
の
榮
華
と
そ

ゐ

世
繼
の
治
世
と
を
批
判
し
た
。
大
鏡
は
、
そ
の
批
判
的
態
度
を
釜

々
濃
厚
に
し
、
戲
曲
的
構
想
に
よ
つ
て
、
辛
辣
に
藤
原
氏
の
文
化
を

是
非
し
た
。
今
鏡
に
も
亦
同
樣
の
精
紳
が
見
え
る
。
次
に
、
論
話
文
學
と
し
て
は
、
今
昔
物
語
が
集
大
成
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
最
も
廣
汎

な

る
塞
聞
と
時
聞
と
に
亙
つ
て
、
現
實
的
な
る
も
の
、
事
實
的
な
る
も
の
の

一
切
を
類
聚
し
集
成
し
た
も

の
で
、
和
歌
童
蒙
抄
等
の
撰
述

態
度
と
全
く
同

一
の
精
紳

の
生
む
所
で
あ
る
。
寶
物
集

・
袋
草
紙
等
に
は
、
匡
房
の
傀
儡
子
記

・
迹
女
記

・
江
談
抄
等
の
如
く
、
博
識
を

欲
す
る
精
榊
も
動

い
て
ゐ
る
が
、
、そ
れ
よ
り
も

一
層
現
實
批
判
と
思
索
と
の
意
志
が
彊
烈
に
働
い
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
歌
謠

の
方
面
に
は
、

梁
塵
祕
抄
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
分
類

・
集
成
の
意
圖
の
も
と
に
成
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
於
け
る
批
判
的
精
紳
は
、
過
去
の
事
實

へ
と
向
つ
た
。
こ
の
學
術
的
な
分
類

・
集
成
の
意
識

こ
そ
は
、
哲
學
的
思
索

へ
の

準
備
で
あ
つ
た
。
こ
と
に
分
類
意
識
は
、
古
今
六
帖

・
倭
名
類
聚
抄
等
よ
り
發
展
し
て
、
色
葉
字
類
抄
に
至
り
、
國
民
の
思
想
内
容
に
或

る
決
定
的
な
體
系
を
與

へ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
時
代
に
か
か
る
精
紳
が
最
も
濃
厚
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
種

々
な

る
意
味
で
注
目
に
値

す

る
。
し
か
し
て
、
か
か
る
批
評
的
精
紳
を
交
學
的
に
統

一
せ
し
め
た
も
の
は
、
實
に
清
輔
顯
昭
等
を
中
心
と
す
る
六
條
家
で
あ
つ
た
。
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六
條
家
こ
そ
、
こ
の
時
代
を
代
表
す

べ
き
大
い
な
る
存
在
で
あ
る
。

　
六
、
雫
凡
な
ら
ざ
る
情
熱

へ
の
思
慕
ー

類
型
の
殼
を
破
ら
う
と
す
る
新
し
い
感
情

の
動
き
は
、
こ
の
時
期
に
於

て
も
見
ら
れ
た
。
そ

れ
は
先
づ
和
歌
に
於
て
あ
ら
は
れ
た
。
自
然
の
中
に
逃
避
し
て
、
純
粹
な
る
哀
傷
を
求
め
よ
う
と
し
た
西
行
、
幽
寂

の
世
界

へ
の
遠
き
憧

憬

に
生
き
た
經
信
、
革
新
の
覇
氣
に
燃
え
つ
N
、
因
襲
に
向
つ
て
大
聲
叱
呼
し
た
俊
頼
、
實
感
の
心
と
清
新
な
る
歌
調
と
を
求
め
て
戰
つ

た
顯
輔
.
こ
れ
等
の
歌
人
の
閲
歴
作
歌

の
中
に
は
、
舊
き
感
情
の
類
型
か
ら
新
し
き
感
情
の
建
設
に
向
は
ん
と
す
る
強
き
熱
意
が
あ
る
。

叉
、
讃
岐
典
侍
の
如
く
、
す
べ
て
の
外
面
的
な
虚
飾
を
は
ぎ
、
そ
の
奥
に
眞
の
入
聞
の
姿
を
眺
め
る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
て
、
さ
め
ざ
め

と
涙
す
る
こ
と
の
出
來
た
個
性
も
あ
つ
た
。
要
す
る
に
こ
の
時
期
は
、
千
載
集

・
新
古
今
集
に
至

つ
て
完
成
せ
ら
れ
る
幽
玄
の
精
紳
が
、

種

々
な
る
因
襲
と
戰
ぴ
つ
玉
、
苦
悶
の
中
に
徐

々
と
し
て
成
長
し
て
ゐ
た
時
期
で
あ
る
と
、い
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

　

七
、
猛
き
力
歪
讃
美
す
る
心
ー
ー
人
心
が
纖
細
華
麗
に
陥
り
、
怯
懦
な
る
迷
信
が
敢
會

の
上
下
に
擴
が
り
、
兵
亂

・
強
盜
の
出
沒
が
甚

し
く
な
る
と
、
猛
き
力
が
要
求
せ
ら
れ
は
じ
め
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
保
元
物
語
に
於
け
る
爲
朝
、
平
治
物
語
に
於
け
る
義
罕
は
、
各
々

二

つ
の
物
語
の
主
人
公
と
し
イ丶

猛
き
力
を
求
む
る
時
代
人
の
精
紳
を
象
徴
し
て
ゐ
る
か
に
思
は
れ
る
。
羅
城
門
の
鬼
、
禁
裡
の
鵺
、
月

の
夜
の
彊
盜
、
こ
れ
等
は
、
猛
き
武
士
の
力
に
よ
つ
て
退
け
ら
れ
た
。
み
は
か
し

・
鳴
弦

・
虎
等
の
威
力
は
、
こ
の
時
代
の
人
心
を
統
率

す

る

一
つ
の
力
で
も
あ
つ
た
。
我
等
は
か
か
る
精
榊
を
、
軍
紀
物
語
の
華
や
か
な
る
戰
鬪
描
寫
に
於
て
、
今
昔
物
語

の
種
々
な
る
武
勇
傳

読

に
於
て
見
出
す
。
將
門
記
に
於
け
る
文
體
、
志
貴
山
縁
起

・
拌
大
納
言
繪
卷
に
於
け
る
筆
力
、
元
永
本
古
今
集
、
天
治
本
萬
葉
集
等
の

草
假
名
に
於
け
る
筆
意
の
張
さ
の
中
に
も
、
同
様
に
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。
叉
己
が
姓
名
の
上
に

「悪
」

の

一
字
を
附
し
て
、

惡

源
太

・
惡
七
兵
衞
等
と
稱
す
る
が
如
き
風
習
の
中
に
も
、
こ
の
時
代
精
紳
の
顯
現
を
見
る
事
が
出
來
よ
う
と
思
ふ
。
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五
二

　
　

以
上
牛
安
朝
第
四
期
の
主
要
な
る
思
潮
に
つ
い
て
考
察
を
試
み

た
。
こ
れ
等
の
對
立

・
分
裂

・
頽
廢
は
、
平
家
の
公
逹
に
よ
つ
て
、
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎

　
麗
な
る
衣
の
か
げ
に
か
く
さ
れ
た
。
榮
華
わ
つ
か
に
十
年
、
彼
等
.は
こ
の
虚
飾
の
ま
乂
に
、
は
か
な
き
幻
を
逍
う
て
西
國

の
は
て
に
流
浪

　
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
滅
亡
の
海
が
擴
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
長
い
間
、
後
宮
に
生
れ
、
そ
し
て
後
宮
に
發
達
し
た
浪
曼
的
交
化

　
は
、
こ
の
海
に

し
て
、
崩
る
る
が
如
く
あ
ま
彑
癖
港
は
か
な
く
沒
落
し
た
。
大
き
な
日
輪
が
海
の
彼
方
に
落
ち
て
、
や
が
て
思
想
界
に
ほ

　
の
曙
い
夜
が
訪
れ
る
ま
で
、
宮
廷
文
化
の
殘
照
は
、

一
沫
の
紅
を
點
じ
て
大
原
の
室
を
そ
め
た
.
そ
れ
は
寂
光
院
に
於
け
る
女
院
徳
子
の

窃

　
寂
し
い
生
涯
で
あ
り
、
建
禮
門
院
右
京
大
夫
集
に
於
け
る
哀
韻
切
々
と
し
て
胸
を
う
つ
餘
情
で
あ
る
。

　

　
　

附

記
-

本
稿

の
目
的
は
最
初
斷
…
つ
て
お

い
た
通

り
、
夲
安
朝
時
代

に
於

け
る
丈
學
思
想

の
形
態

を
、
肚
會
的
に
考
察
す
る
に
在

つ
た
。
し
か
し
、

　

　
　

與

へ
ら
れ
た
る
紙
面

に
於
て
は
、

た
う
て

い
そ

の
全
部
を

つ
く
す

こ
と
は
出
來
な
か

つ
た
。

こ
と

に
本
稿

は
、
筆
者
病
中
、
編
輯
者

の
指
令
に
從

つ

　

　
　

・て
無
理
を
押

し

つ
Σ
短
時
間
に
整

理
し
た
も

の
悪
、
誤
謬

の
晃
解

、
未
熟

の
説
も
亦
少
く
な

い
で
あ
ら
う
。
す

べ
て
そ
れ
等

は
他
日

の
垉
補
訂

正
に

　

　
　

俟

た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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